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市民から ひ・と・こ・と
H I T O K O T O  f r o m  t h e  C i t i z e n

　まちづくりが議題にあがったのをきっかけに、先日初めて生議会へ。自分達の生活に直結するこ

とが、こんな風に議論されて決定していくのだと興味深く拝聴いたしました。行政と市民が批判や

評価で戦うのではなく、アイデアを出しあい、お互いの得意を持ち合って寄り合える市になれれば

かなり最高！そのための最初の一歩がここから始まっているのだなあと思うと、とてもドラマチック

な場所でした。生議会傍聴おススメです。また伺いたいです。

　2020年のコロナウイルス流行で、人と人との対面機会が激減し、地域社会が小さくなってしま

わないかと心配しています。

　私は地元ＪＡの生活指導員として、安定した農業振興の維持を目的に、「ＪＡ女性組織の活性化」、

「地産地消を前提の食農教育」、「健康活動」、「結婚相談」等への取り組みを日常業務としておりま

す。これらの活動を実践することは、豊かで暮らしやすい地域の構築につながると思っております。

　社会のつながりが希薄化する風潮の中、行政組織と連携した活動もますます必要になってきて

いると感じており、市議会の支援も期待するところです。

深沢 さやかさん
地区／落合

小野 真知子さん
地区／西野
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※日程等は、定例会前の議会運営委員会で
　正式に決定されます。
　（日程が変更になる可能性があります。）

委員長／北村 千代子　副委員長／松野 昇平
委　員／藤田 亜由未、保坂 健、三木 充、斉藤 諭、
　　　　河野 木綿子、小林 敏徳

議会を傍聴してみませんか？
事前申込不要 委員会も傍聴可能

２月26日 　　 本会議（初日）
３月  1日～  5日　   各委員会

  9日～10日　　 代表・一般質問
10日　　　 　   本会議（中日）
11日～18日　   各委員会
23日　　　 　   本会議（最終日）

第1回定例会の会期予定

●第4回定例会の傍聴者数：29人
※報道関係者５人は除く

　第６期南アルプス市議会議員が誕生しました。新しい議会だより編集
委員も決まり、議会だよりが市民の皆さまにとって、より身近な情報紙
となるように工夫を目指してまいります。
　昨年は世界中でコロナ禍に悩まされ、我々議員も活動が抑えられてき
ました。早く終息し、この経験をプラスに
生かしていこうと意気に燃えています。市
民の皆さまも令和３年新春を迎え、今年
の夢を実現に向けて活動されていることで
しょう。もう２月「時は人を待たず」を心し
て充実した日 を々過ごしていきましょう。

議会だより
編集委員会

編 集 後 記

あなたの意見を『議会だより』で発表してみませんか。
市議会に対する意見や感想をぜひお寄せください。
【400字以内にまとめてください。】 テーマは、南アルプスユネスコエコパークに

ちなんだ市内の自然風景です。市街地や山岳地域など、
これはというものをぜひご投稿ください！

提 出 先

市民から ひ・と・こ・と 募集中

〒400-0395 南アルプス市小笠原376
南アルプス市議会事務局 宛
メール：gikai@city.minami-alps.lg.jp 
FAX：055-282-6459

表紙写真募集中！！表紙写真募集中！！表紙写真募集中！！表紙写真募集中！！
『議会だより』の表紙写真を募集しています

https://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/docs/9395.htmlhttps://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/docs/9395.html
※応募条件や提出方法は市ホームページをご覧ください。

詳しくは
webで
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こ
の
た
び
、
市
議
会
議
長
・
副
議
長
の
座
に
就

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で

あ
り
、
心
か
ら
感
謝
を
い
た
し
ま
す
。

　
地
方
議
会
は
憲
法
で
規
定
さ
れ
た
議
事
機
関
と

し
て
、
ま
た
、
地
方
自
治
法
で
の
二
元
代
表
制
と

し
て
重
責
を
担
っ
て
い
ま
す
。
我
々
の
使
命
は
、

市
民
の
立
場
に
立
ち
、
市
行
政
の
運
営
が
適
法
・

適
正
に
、
そ
し
て
公
平
・
公
正
・
効
率
的
に
、
さ

ら
に
は
民
主
的
に
な
さ
れ
て
い
る
か
、
監
視
し
、

評
価
・
判
断
す
る
こ
と
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

　
従
っ
て
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会
の

役
割
の
重
要
性
を
認
識
し
、正
副
議
長
と
し
て「
議

会
の
責
任
」を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
議
会
の
見
え
る
化
等
、
議
会
改
革
を
進
め
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
時
代
に
即
し
た
議
会
運

営
に
努
め
、
そ
し
て
、
市
の
発
展
の
た
め
、
ま
た

市
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
勇
気
を
持
っ
て
精

励
刻
苦
邁
進
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
な
に
と
ぞ
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

正
副
議
長 

就
任
あ
い
さ
つ

第
15
代
議
長

 

飯 

野

　久

　
　
　
　
　  （
新
政
南
ア
ル
プ
ス
）

任
期
満
了
に
伴
う
南
ア
ル
プ
ス
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
、
令
和
２
年
11
月
15
日
に
行
わ
れ
、
22
人
の
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
等
の
構
成
も
新
た
に
決
ま
り
ま
し
た
。

人
が
決
ま
る

第
６
期 

南
ア
ル
プ
ス
市
議
会
議
員

22

任

　期

　：

　令
和
２
年
11
月
28
日
〜
令
和
６
年
11
月
27
日

議
会
の
運
営
や

議
長
の
諮
問
審
査
な
ど

戸
栗 

淳
、 

○
有
野
一
成
、
櫻
田 

力
、

花
輪
幸
長
、
村
松
三
千
雄
、
矢
﨑
俊
秀
、

名
取 

泰
、 

◎
河
野
木
綿
子

議
会
運
営
委
員
会

市
民
活
動
、環
境
、福
祉
、子
育
て
、医
療
、

学
校
教
育
、
生
涯
学
習
、
文
化
財
な
ど

藤
田
亜
由
未
、
飯
野
多
惠
子
、
松
野
昇
平
、

◎
村
松
三
千
雄
、 

○
北
村
千
代
子
、

矢
﨑
俊
秀
、
河
野
木
綿
子

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

市
議
会
の
広
報
紙
の
編
集
発
行

（
年
４
回
発
行
）

藤
田
亜
由
未
、
保
坂 
健
、 

○
松
野
昇
平
、

三
木 

充
、 

◎
北
村
千
代
子
、
斉
藤 

諭
、

河
野
木
綿
子
、
小
林
敏
徳

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

道
路
、
河
川
、
公
園
、
農
林
業
、
観
光
、

水
道
、
下
水
道
な
ど

以
上
の
ほ
か
に
、
緊
急
を
要
す
る
案
件

や
重
要
度
の
高
い
議
題
に
つ
い
て
、
必

要
に
応
じ
て
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
坂 

健
、
三
枝
守
和
、 

◎
三
木 

充
、

○
花
輪
幸
長
、
斉
藤 

諭
、
齊
藤
博
明
、

小
林
敏
徳

産
業
土
木
常
任
委
員
会

総
務
、
政
策
、
行
財
政
、
税
、
防
災
、

消
防
な
ど

○
戸
栗 

淳
、
有
野
一
成
、
櫻
田 

力
、

野
中
國
幹
、
名
取 

泰
、 

◎
小
池
伸
吾
、

清
水
重
仁

総
務
常
任
委
員
会

委
員
会
の
構
成
◎
委
員
長

　○
副
委
員
長

第
15
代
副
議
長

 

野 

中

　國 

幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
躍
進
会
）

子
ど
も
が
未
来
を

夢
見
る
ま
ち
づ
く
り
を

藤田 亜由未
南　風

開
か
れ
た

市
政
を
目
指
し
ま
す
！

戸栗　淳
躍進会

市
民
の
声
を

市
政
に
反
映
し
ま
す

村松 三千雄
新政南アルプス

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映斉藤　諭

未来創政の会

地
域
の
声
を

行
政
に
届
け
ま
す

保坂　健
新政南アルプス

経
済
の
地
産
地
消
を

目
指
し
て
！

三木　充
新政南アルプス

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

北村 千代子
躍進会

市
民
の
声
を
聞
き

市
政
に
届
け
る

清水 重仁
新政南アルプス

五
感
と
足
を

フ
ル
稼
働
し
ま
す

飯野 多惠子
新政南アルプス

地
球
に

世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
!!有野 一成

新政南アルプス

市
民
の
夢
と
希
望
を
叶
え
る

矢﨑 俊秀
未来創政の会

一
期
一
会

齊藤 博明
公明党

１
に
勉
強
２
に
勉
強

３
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

三枝 守和
南　風

地
方
議
員
の
役
割
を

し
っ
か
り
果
た
す

櫻田　力
南　風

市
民
の
目
線
で
、提
案
・
行
動

名取　泰
日本共産党南アルプス市議団

一
人
の
声
を
大
切
に

行
動
の
人
！

河野 木綿子
公明党

子
育
て
世
代
の
声
を
市
政
に

松野 昇平
日本共産党南アルプス市議団

市
民
目
線
の
市
政
実
現

花輪 幸長
躍進会

希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

小池 伸吾
公明党

市
民
の
声
と

真
摯
に
取
り
組
み
ま
す

小林 敏徳
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ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

北村 千代子
躍進会

市
民
の
声
を
聞
き

市
政
に
届
け
る

清水 重仁
新政南アルプス

五
感
と
足
を

フ
ル
稼
働
し
ま
す

飯野 多惠子
新政南アルプス

地
球
に

世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
!!有野 一成

新政南アルプス

市
民
の
夢
と
希
望
を
叶
え
る

矢﨑 俊秀
未来創政の会

一
期
一
会

齊藤 博明
公明党

１
に
勉
強
２
に
勉
強

３
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

三枝 守和
南　風

地
方
議
員
の
役
割
を

し
っ
か
り
果
た
す

櫻田　力
南　風

市
民
の
目
線
で
、提
案
・
行
動

名取　泰
日本共産党南アルプス市議団

一
人
の
声
を
大
切
に

行
動
の
人
！

河野 木綿子
公明党

子
育
て
世
代
の
声
を
市
政
に

松野 昇平
日本共産党南アルプス市議団

市
民
目
線
の
市
政
実
現

花輪 幸長
躍進会

希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

小池 伸吾
公明党

市
民
の
声
と

真
摯
に
取
り
組
み
ま
す

小林 敏徳
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第４回定例会（12月）の概要
予
算
特
別
委
員
会
で
審
査

　
令
和
２
年
第
４
回
定
例
会
が
12
月
９
日
か
ら
12
月

23
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
金
丸
市
長
か
ら
、
条
例
案
６
件
、
予
算
案
９
件
、

指
定
管
理
者
に
関
す
る
案
８
件
な
ど
合
わ
せ
て
34
案

件
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。
予
算
案
に
つ
い
て
は
、

一
般
会
計
補
正
予
算
案
が
、
補
正
額
を
５
億
４
３
１

８
万
円
の
増
額
と
し
て
、
予
算
総
額
を
４
０
４
億
１

２
２
４
万
５
千
円
と
す
る
も
の
で
し
た
。
そ
の
他
に

５
特
別
会
計
と
２
企
業
会
計
の
補
正
予
算
案
の
提
出

が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
補
正
予
算
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
議
長
を
除
く
全
議
員

21
名
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
　※

Ｐ
８
掲
載

　
ま
た
、「
長
寿
祝
金
条
例
の
一
部
改
正
」
の
審
議

に
つ
い
て
は
、
祝
金
の
減
額
案
に
対
し
て
反
対
・
賛

成
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
審
議
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。
　※

Ｐ
６
討
論
掲
載

代
表
・
一
般
質
問

今
期（
第
６
期
）最
初
の
定
例
会

第
６
期
の
ス
タ
ー
ト
は
、
新
人
３
名
を
含

む
16
名
の
議
員
が
市
政
一
般
に
つ
い
て
質

問
を
行
い
ま
し
た
。　※

Ｐ
９
〜
19
に
掲
載

　今年度の一般会計予算総額は、コロナ対策等により過去最高額となっていた

約399億円を大きく上回り、404億円超えとなりました。なお、今年度補正

予算総額は約105億円となりました。また、今定例会のコロナ関連で主なもの

は、十日市などのイベントや事業等の中止に伴う減額補正、指定管理者への休

業要請等による減収補填、「ひとり親世帯への臨時特別給付金」の再支給経費、

および「事業者持続化給付金」がありました。

一般会計予算  コロナ禍で過去最高額を更新

一
般
会
計
予
算
総
額（
補
正
後
）

４
０
０
億
円
を
超
え
る

議
長
選
挙
投
票
で
！

　
11
月
30
日
に
開
催
し
た
臨
時

会
で
は
、
市
議
会
議
員
の
改
選

に
よ
り
正
副
議
長
の
選
挙
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
投
票
の
結
果
、

飯
野
久
議
員
が
議
長
に
就
任
し
、

副
議
長
に
は
、
指
名
推
選
の
方

法
に
よ
り
野
中
國
幹
議
員
が
就

任
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
委
員
会
構
成
や
一

部
事
務
組
合
議
会
議
員
を
新
た

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
金
丸
市
長
か
ら
は
、
人
事
院

等
か
ら
の
給
与
勧
告
に
伴
い
、

市
職
員
や
議
員
等
の
期
末
手
当

を
減
額
す
る
条
例
案
、
お
よ
び

予
算
案
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

「
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改

正
」お
よ
び
、
そ
の
関
連
予
算

案
に
対
し
て
、
反
対
・
賛
成

討
論（
下
段
掲
載
）が
あ
り
ま

し
た
が
、
審
議
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

第
３
回
臨
時
会

(

11
月)

の
概
要

年度別一般会計予算額
予算額（単位：円）年度

R2
R1

H30
H29
H28

404億1224万5千
322億1139万7千
337億  710万5千
328億4104万9千
314億5781万1千

反
対
討
論

賛
成
討
論

議案第92号 南アルプス市職員給与条例の一部改正について

　公務員給与の削減は、今後の民間給与の削減にも
つながる。コロナ禍の下でがんばっている保育士な
どの手当を削減することは認められない。

　国内における感染拡大の状況により益々、悪化す
る可能性を秘めており、情勢適応の原則、および均
衡の原則に鑑み引き下げに賛成する。

人事院等からの給与勧告に伴い、市の職員や会計年度任用職員の期末手当を引き下げる

私は賛成！私は反対！‒議員はこう考える‒ 討論

保育士などの手当を削減するな
名取 泰 議員

感染対策と経済活動の両立を
清水 重仁 議員

第3回臨時会

※上記のほか、松野議員から議案第95号、名取議員から議案第96～99号について反対討論がありました。

各会派の紹介と展望南アルプス市議会
第 6 期南アルプス市議会が発足し、6 つの会派が結成されました。

各議員の政策などを効果的に市政に反映させるために、
同じ政策や主義主張を持つ議員が集まって「会派」を結成して活動しています。

新
政
南
ア
ル
プ
ス

　　　村松 三千雄　　保坂　健、飯野 多惠子、
　三木　充、有野 一成、飯野　久、清水 重仁

　『住んでみたい・住み続けたい・住んで良かった』

を基本理念とし、議員各々の得意分野を生かし研鑽を

重ね、是々非々で監視・チェック・提言を行い、住み

よいまちづくりに努めてまいります。

代 表

南

　
　風

　　　櫻田　力　　藤田 亜由未、三枝 守和

　活動は常に市民ファースト！

　公正・公平で効率的・効果的な行政運営が行われる

よう執行機関を監視すること、市民にとって最善の政

策決定をすること、市民の皆さまへの報告と説明責任

を果たすことを基本方針としています。

代 表

躍

　進

　会

　　　野中 國幹
　戸栗　淳、花輪 幸長、北村 千代子

　私たち会派は、遊休農地解消および農閑期の農業所

得の拡大が図れるとともに、健康食品や鳥獣被害対策

を含め、多くの利点を生み出すオリーブ栽培の産地化

に向けて、鋭意努力して参ります。

代 表

未
来
創
政
の
会

　　　矢﨑 俊秀　　斉藤　諭

　私たちは「市民本位のまちづくり」を基本姿勢とし

て、市政運営の透明性や効率性のため、議員最大の役

割であります「監視」および「審議」ならびに「提案」を

是々非々で市民の負託に全力で対応します。

代 表

公

　明

　党

　公明党の不変の原点であります「大衆と共に語り、

大衆と共に戦い、大衆の中で死んでいく」との指針を

胸に、今後も小さな声を聴く力を存分に発揮して、現

場の声を生かした政策の実現と政策課題の解決に取り

組んでいます。

　　　河野 木綿子　　齊藤 博明、小池 伸吾代 表

日
本
共
産
党

南
ア
ル
プ
ス
市
議
団

　今、新型コロナ禍の下、「新自由主義」や「自己責任」

を乗り越えて、「市民の命と暮らしを守る」政治が求め

られています。市政を厳しくチェックし、新しい視点

で政策を提言していきます。

　　　名取　泰　　松野 昇平代 表
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第４回定例会（12月）の概要
予
算
特
別
委
員
会
で
審
査

　
令
和
２
年
第
４
回
定
例
会
が
12
月
９
日
か
ら
12
月

23
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
金
丸
市
長
か
ら
、
条
例
案
６
件
、
予
算
案
９
件
、

指
定
管
理
者
に
関
す
る
案
８
件
な
ど
合
わ
せ
て
34
案

件
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。
予
算
案
に
つ
い
て
は
、

一
般
会
計
補
正
予
算
案
が
、
補
正
額
を
５
億
４
３
１

８
万
円
の
増
額
と
し
て
、
予
算
総
額
を
４
０
４
億
１

２
２
４
万
５
千
円
と
す
る
も
の
で
し
た
。
そ
の
他
に

５
特
別
会
計
と
２
企
業
会
計
の
補
正
予
算
案
の
提
出

が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
補
正
予
算
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
議
長
を
除
く
全
議
員

21
名
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
　※

Ｐ
８
掲
載

　
ま
た
、「
長
寿
祝
金
条
例
の
一
部
改
正
」
の
審
議

に
つ
い
て
は
、
祝
金
の
減
額
案
に
対
し
て
反
対
・
賛

成
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
審
議
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。
　※

Ｐ
６
討
論
掲
載

代
表
・
一
般
質
問

今
期（
第
６
期
）最
初
の
定
例
会

第
６
期
の
ス
タ
ー
ト
は
、
新
人
３
名
を
含

む
16
名
の
議
員
が
市
政
一
般
に
つ
い
て
質

問
を
行
い
ま
し
た
。　※

Ｐ
９
〜
19
に
掲
載

　今年度の一般会計予算総額は、コロナ対策等により過去最高額となっていた

約399億円を大きく上回り、404億円超えとなりました。なお、今年度補正

予算総額は約105億円となりました。また、今定例会のコロナ関連で主なもの

は、十日市などのイベントや事業等の中止に伴う減額補正、指定管理者への休

業要請等による減収補填、「ひとり親世帯への臨時特別給付金」の再支給経費、

および「事業者持続化給付金」がありました。

一般会計予算  コロナ禍で過去最高額を更新

一
般
会
計
予
算
総
額（
補
正
後
）

４
０
０
億
円
を
超
え
る

議
長
選
挙
投
票
で
！

　
11
月
30
日
に
開
催
し
た
臨
時

会
で
は
、
市
議
会
議
員
の
改
選

に
よ
り
正
副
議
長
の
選
挙
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
投
票
の
結
果
、

飯
野
久
議
員
が
議
長
に
就
任
し
、

副
議
長
に
は
、
指
名
推
選
の
方

法
に
よ
り
野
中
國
幹
議
員
が
就

任
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
委
員
会
構
成
や
一

部
事
務
組
合
議
会
議
員
を
新
た

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
金
丸
市
長
か
ら
は
、
人
事
院

等
か
ら
の
給
与
勧
告
に
伴
い
、

市
職
員
や
議
員
等
の
期
末
手
当

を
減
額
す
る
条
例
案
、
お
よ
び

予
算
案
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

「
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改

正
」お
よ
び
、
そ
の
関
連
予
算

案
に
対
し
て
、
反
対
・
賛
成

討
論（
下
段
掲
載
）が
あ
り
ま

し
た
が
、
審
議
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

第
３
回
臨
時
会

(

11
月)

の
概
要

年度別一般会計予算額
予算額（単位：円）年度

R2
R1

H30
H29
H28

404億1224万5千
322億1139万7千
337億  710万5千
328億4104万9千
314億5781万1千

反
対
討
論

賛
成
討
論

議案第92号 南アルプス市職員給与条例の一部改正について

　公務員給与の削減は、今後の民間給与の削減にも
つながる。コロナ禍の下でがんばっている保育士な
どの手当を削減することは認められない。

　国内における感染拡大の状況により益々、悪化す
る可能性を秘めており、情勢適応の原則、および均
衡の原則に鑑み引き下げに賛成する。

人事院等からの給与勧告に伴い、市の職員や会計年度任用職員の期末手当を引き下げる

私は賛成！私は反対！‒議員はこう考える‒ 討論

保育士などの手当を削減するな
名取 泰 議員

感染対策と経済活動の両立を
清水 重仁 議員

第3回臨時会

※上記のほか、松野議員から議案第95号、名取議員から議案第96～99号について反対討論がありました。

各会派の紹介と展望南アルプス市議会
第 6 期南アルプス市議会が発足し、6 つの会派が結成されました。

各議員の政策などを効果的に市政に反映させるために、
同じ政策や主義主張を持つ議員が集まって「会派」を結成して活動しています。

新
政
南
ア
ル
プ
ス

　　　村松 三千雄　　保坂　健、飯野 多惠子、
　三木　充、有野 一成、飯野　久、清水 重仁

　『住んでみたい・住み続けたい・住んで良かった』

を基本理念とし、議員各々の得意分野を生かし研鑽を

重ね、是々非々で監視・チェック・提言を行い、住み

よいまちづくりに努めてまいります。

代 表

南

　
　風

　　　櫻田　力　　藤田 亜由未、三枝 守和

　活動は常に市民ファースト！

　公正・公平で効率的・効果的な行政運営が行われる

よう執行機関を監視すること、市民にとって最善の政

策決定をすること、市民の皆さまへの報告と説明責任

を果たすことを基本方針としています。

代 表

躍

　進

　会

　　　野中 國幹
　戸栗　淳、花輪 幸長、北村 千代子

　私たち会派は、遊休農地解消および農閑期の農業所

得の拡大が図れるとともに、健康食品や鳥獣被害対策

を含め、多くの利点を生み出すオリーブ栽培の産地化

に向けて、鋭意努力して参ります。

代 表

未
来
創
政
の
会

　　　矢﨑 俊秀　　斉藤　諭

　私たちは「市民本位のまちづくり」を基本姿勢とし

て、市政運営の透明性や効率性のため、議員最大の役

割であります「監視」および「審議」ならびに「提案」を

是々非々で市民の負託に全力で対応します。

代 表

公

　明

　党

　公明党の不変の原点であります「大衆と共に語り、

大衆と共に戦い、大衆の中で死んでいく」との指針を

胸に、今後も小さな声を聴く力を存分に発揮して、現

場の声を生かした政策の実現と政策課題の解決に取り

組んでいます。

　　　河野 木綿子　　齊藤 博明、小池 伸吾代 表

日
本
共
産
党

南
ア
ル
プ
ス
市
議
団

　今、新型コロナ禍の下、「新自由主義」や「自己責任」

を乗り越えて、「市民の命と暮らしを守る」政治が求め

られています。市政を厳しくチェックし、新しい視点

で政策を提言していきます。

　　　名取　泰　　松野 昇平代 表
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令和２年 第３回臨時会・第４回定例会 審議した議案とその結果

上程議案 結

　
　果

藤 

田 

亜 
由 
未

保 

坂 
　 
　 

健

飯 
野 
多 

惠 

子

三 
枝 

　 

守 

和

松 

野 

　 

昇 

平

戸 

栗 

　 

　 

淳

三 

木 

　 

　 

充

有 

野 

　 

一 

成

櫻 

田 

　 

　 

力

花 

輪 

　 

幸 

長

村 

松 

三 

千 

雄

野 

中 

　 

國 

幹

北 

村 

千 

代 

子

矢 

﨑 

　 

俊 

秀

名 

取 

　 

　 

泰

小 

池 

　 

伸 

吾

斉 

藤 

　 

　 

諭

清 

水 

　 

重 

仁

齊 

藤 

　 

博 

明

河 

野 

木 

綿 

子

小 

林 

　 

敏 

徳

○：賛成
×：反対

飯野久議長は議事進行のため賛否表明はしません。
賛否同数の場合のみ、議長裁決として表明します。

12
月
議
会

各
常
任
委
員
会

委
員
長
報
告

　
常
任
委
員
会
の
質
疑
の
要
約
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
各
常
任
委
員

会
で
は
、
条
例
案
や
指
定
管
理
者

の
指
定
な
ど
予
算
以
外
の
案
件
に

つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

総
務
常
任
委
員
会

●
税
外
収
入
金
に
係
る
督
促
手
数
料

　
及
び
延
滞
金
徴
収
に
関
す
る
条
例
等

特
例
基
準
割
合
と
条
例
改
正
後
の

延
滞
金
特
例
基
準
割
合
に
つ
い
て
、

名
称
の
変
更
以
外
に
、
条
例
上
の
変
更
点
が

あ
る
の
か
。

Q●
火
災
予
防
条
例

市
内
の
既
存
の
急
速
充
電
設
備
は

何
ｋ
Ｗ
の
も
の
か
。
そ
れ
ら
は
、
条

Q
法
改
正
に
よ
り
、
特
例
基
準
割
合

の
算
出
の
基
礎
と
な
る
期
間
が
、

前
々
年
の
10
月
か
ら
前
年
の
９
月
ま
で
で

あ
っ
た
も
の
が
、
改
正
後
は
前
々
年
の
９
月

か
ら
前
年
の
８
月
ま
で
と
変
更
に
な
っ
た

が
、
そ
れ
以
外
に
変
更
点
は
な
い
。

A

市
内
に
は
12
施
設
15
基
の
急
速
充

電
設
備
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
20
ｋ

Ｗ
か
ら
50
ｋ
Ｗ
の
も
の
で
あ
る
。
条
例
の
施

行
日
が
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
で
あ
る
の

で
、
既
存
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
基
準
は
適

用
さ
れ
な
い
。

A 例
改
正
に
よ
り
加
わ
っ
た
基
準
を
満
た
す
必

要
が
あ
る
の
か
。

度
に
す
る
改
正
で
あ
り
、
祝
金
で
も
あ
る
た

め
、
経
過
措
置
の
規
定
は
入
れ
な
か
っ
た
。

な
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
成
年
後

見
制
度
の
利
用
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
が
、

利
用
者
が
少
な
く
、
何
と
か
増
や
し
た
い
た

め
制
度
の
周
知
や
研
修
会
な
ど
の
経
費
に
も

予
算
を
充
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

改
正
の
提
案
理
由
と
し
て
「
限
り

あ
る
予
算
を
高
齢
者
施
策
に
有
効

に
活
用
す
る
た
め
」
と
あ
る
が
、
そ
の
予
算

が
き
ち
ん
と
高
齢
者
施
策
に
使
わ
れ
る
こ
と

を
確
認
し
た
い
。

Q
単
に
予
算
を
削
減
す
る
も
の
で
は
な

く
、
自
治
会
圏
域
で
活
動
す
る
地
域

支
え
あ
い
協
議
体
が
高
齢
者
を
支
え
る
た
め

の
活
動
資
金
を
何
と
か
予
算
化
し
て
い
き
た

い
こ
と
が
第
一
に
あ
る
。
ま
た
、
認
知
症
高

齢
者
が
増
え
て
い
る
中
で
、
判
断
能
力
が
不

十
分
な
方
の
権
利
や
財
産
が
侵
さ
れ
る
こ
と

A

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

条
例
の
一
部
改
正

●
長
寿
祝
金
条
例

今
回
、
高
齢
者
へ
の
長
寿
祝
金
の

支
給
額
を
削
減
す
る
に
当
た
っ
て
、

段
階
的
な
緩
和
措
置
の
検
討
は
し
た
の
か
。

Q
検
討
し
た
が
、
県
内
他
市
の
状
況
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
他
市
は
南
ア
ル

プ
ス
市
よ
り
も
金
額
が
少
な
い
状
況
で
あ
っ

た
。
今
回
は
長
寿
祝
金
の
額
を
他
市
と
同
程

A

議案92 可決職員給与条例 ○
議案93 可決市長等の給与等に関する条例 ○
議案94 可決議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例 ○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

×
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

×
○
○

×
○
○

○
○
○

×
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

議案97 可決後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
議案96 国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
議案95 一般会計補正予算（第9号）

○
議案98 可決介護保険特別会計補正予算（第3号） ○
議案99 可決山梨県北岳山荘管理事業特別会計補正予算（第2号） ○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

×
×
×

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

×
×
×

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
○

議案103 可決長寿祝金条例
議案102 国民健康保険条例

○
議案104 可決公民館条例 ○
議案105 可決火災予防条例 ○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

×
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

×
○
○

×
○
○

○
○
○

×
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

×
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
○

第３回臨時会

令和２年度補正予算

条例の一部改正

議案122 可決市道路線の認定 ○
議案123 可決市道路線の変更 ○
諮問2～9 同意人権擁護委員候補者の推薦 ○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

その他

条例の一部改正
第４回定例会

指
定
管
理
者
の
指
定

●
白
根
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
料
に
つ
い
て
、
他
の
施

設
は
市
か
ら
の
提
示
額
と
候
補
者

か
ら
の
提
案
額
が
同
じ
く
ら
い
で
あ
る
の
に

対
し
、
白
根
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
候
補
者
か
ら
の
提
案
額
が
市
か
ら
の

提
示
額
と
比
べ
て
50
万
円
弱
ほ
ど
低
く
な
っ

て
い
る
理
由
は
。

Q
指
定
管
理
者
で
あ
る
株
式
会
社

フ
ィ
ッ
ツ
か
ら
、
自
助
努
力
に
よ
っ

て
財
源
の
確
保
と
経
費
の
圧
縮
を
行
っ
て
い

く
と
い
う
提
案
が
あ
り
、
指
定
管
理
者
自
体

の
努
力
で
あ
る
。

A　
議
案
第
１
０
３
号
は
、
反
対
・
賛
成

討
論
が
計
４
名
か
ら
あ
り
、
採
決
は
賛

成
多
数
で
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
各
常

任
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し
た
案
件
に

つ
い
て
は
、
慎
重
審
査
し
た
結
果
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

道の駅しらねに設置してある急速充電設備

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案101 国民健康保険税条例 可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案100 税外収入金に係る督促手数料及び延滞金徴収に関する条例等 可決

議案111 可決山梨県北岳山荘管理事業特別会計補正予算（第3号）
議案110 芦安農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）

○
議案112 可決水道事業会計補正予算（2号） ○
議案113 可決下水道事業会計補正予算（第2号） ○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
○

令和２年度補正予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案109 介護保険特別会計補正予算（第4号） 可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案108 後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号） 可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案107 国民健康保険特別会計補正予算（第4号） 可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案124 一般会計補正予算（第11号） 可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案106 一般会計補正予算（第10号） 可決

議案119 可決白根Ｂ＆Ｇ海洋センター
議案118 甲西工業団地南公園

○
議案120 可決甲西体育センター ○
議案121 可決広河原山荘（指定期間変更） ○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
○

指定管理者の指定（議案121は指定期間の変更）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案117 白根中央公園 可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案116 南甘利山山麓ふれあいの杜（塩沢渓谷河川公園） 可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案115 西地区多目的活性化広場 可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案114 塩前フレンドリーセンター 可決

同意7 同意監査委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
人事案件

長寿祝金 他市比較表
現　行 改正案

南アルプス市 10,000 5,000
区　分

88歳

100歳 200,000 100,000
都留市 山梨市 大月市

5,000（77歳） 10,000 3,000
30,000 150,000 50,000
甲斐市 笛吹市 上野原市

5,000 5,000 無
100,000 100,000 50,000

区　分

88歳

100歳

区　分

88歳

100歳

甲府市

5,000
30,000
韮崎市

10,000
100,000
甲州市

10,000
100,000

富士吉田市

5,000
100,000
北杜市

5,000
100,000
中央市

10,000
100,000

反
対
討
論

賛
成
討
論

議案第103号 南アルプス市長寿祝金条例の一部改正について

　来年度予算編成に直ちに影響するほどの金額では
なく、緊急性もない。高齢者諸団体などと意見交換
をせぬまま結論を出すのは拙速である。

　改正により生み出される財源は、独り暮らしや認
知症の高齢者を支えていく事業に活用される。また、
改正額は県内他市とほぼ同額である。

寿命の延伸に伴い限りある予算を高齢者施策に有効に活用するため88歳と100歳の祝金を半額にする

私は賛成！私は反対！‒議員はこう考える‒ 討論

削減ではなく、ゆとりと潤いを
松野 昇平 議員

高齢者福祉の充実を
北村 千代子 議員

第4回定例会

（単位：円）
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賛否同数の場合のみ、議長裁決として表明します。

12
月
議
会

各
常
任
委
員
会

委
員
長
報
告

　
常
任
委
員
会
の
質
疑
の
要
約
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
各
常
任
委
員

会
で
は
、
条
例
案
や
指
定
管
理
者

の
指
定
な
ど
予
算
以
外
の
案
件
に

つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

総
務
常
任
委
員
会

●
税
外
収
入
金
に
係
る
督
促
手
数
料

　
及
び
延
滞
金
徴
収
に
関
す
る
条
例
等

特
例
基
準
割
合
と
条
例
改
正
後
の

延
滞
金
特
例
基
準
割
合
に
つ
い
て
、

名
称
の
変
更
以
外
に
、
条
例
上
の
変
更
点
が

あ
る
の
か
。

Q●
火
災
予
防
条
例

市
内
の
既
存
の
急
速
充
電
設
備
は

何
ｋ
Ｗ
の
も
の
か
。
そ
れ
ら
は
、
条

Q
法
改
正
に
よ
り
、
特
例
基
準
割
合

の
算
出
の
基
礎
と
な
る
期
間
が
、

前
々
年
の
10
月
か
ら
前
年
の
９
月
ま
で
で

あ
っ
た
も
の
が
、
改
正
後
は
前
々
年
の
９
月

か
ら
前
年
の
８
月
ま
で
と
変
更
に
な
っ
た

が
、
そ
れ
以
外
に
変
更
点
は
な
い
。

A

市
内
に
は
12
施
設
15
基
の
急
速
充

電
設
備
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
20
ｋ

Ｗ
か
ら
50
ｋ
Ｗ
の
も
の
で
あ
る
。
条
例
の
施

行
日
が
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
で
あ
る
の

で
、
既
存
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
基
準
は
適

用
さ
れ
な
い
。

A 例
改
正
に
よ
り
加
わ
っ
た
基
準
を
満
た
す
必

要
が
あ
る
の
か
。

度
に
す
る
改
正
で
あ
り
、
祝
金
で
も
あ
る
た

め
、
経
過
措
置
の
規
定
は
入
れ
な
か
っ
た
。

な
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
成
年
後

見
制
度
の
利
用
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
が
、

利
用
者
が
少
な
く
、
何
と
か
増
や
し
た
い
た

め
制
度
の
周
知
や
研
修
会
な
ど
の
経
費
に
も

予
算
を
充
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

改
正
の
提
案
理
由
と
し
て
「
限
り

あ
る
予
算
を
高
齢
者
施
策
に
有
効

に
活
用
す
る
た
め
」
と
あ
る
が
、
そ
の
予
算

が
き
ち
ん
と
高
齢
者
施
策
に
使
わ
れ
る
こ
と

を
確
認
し
た
い
。

Q
単
に
予
算
を
削
減
す
る
も
の
で
は
な

く
、
自
治
会
圏
域
で
活
動
す
る
地
域

支
え
あ
い
協
議
体
が
高
齢
者
を
支
え
る
た
め

の
活
動
資
金
を
何
と
か
予
算
化
し
て
い
き
た

い
こ
と
が
第
一
に
あ
る
。
ま
た
、
認
知
症
高

齢
者
が
増
え
て
い
る
中
で
、
判
断
能
力
が
不

十
分
な
方
の
権
利
や
財
産
が
侵
さ
れ
る
こ
と

A

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

条
例
の
一
部
改
正

●
長
寿
祝
金
条
例

今
回
、
高
齢
者
へ
の
長
寿
祝
金
の

支
給
額
を
削
減
す
る
に
当
た
っ
て
、

段
階
的
な
緩
和
措
置
の
検
討
は
し
た
の
か
。

Q
検
討
し
た
が
、
県
内
他
市
の
状
況
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
他
市
は
南
ア
ル

プ
ス
市
よ
り
も
金
額
が
少
な
い
状
況
で
あ
っ

た
。
今
回
は
長
寿
祝
金
の
額
を
他
市
と
同
程

A

議案92 可決職員給与条例 ○
議案93 可決市長等の給与等に関する条例 ○
議案94 可決議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例 ○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

×
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

×
○
○

×
○
○

○
○
○

×
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

議案97 可決後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
議案96 国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
議案95 一般会計補正予算（第9号）

○
議案98 可決介護保険特別会計補正予算（第3号） ○
議案99 可決山梨県北岳山荘管理事業特別会計補正予算（第2号） ○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

×
×
×

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

×
×
×

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
○

議案103 可決長寿祝金条例
議案102 国民健康保険条例

○
議案104 可決公民館条例 ○
議案105 可決火災予防条例 ○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

×
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

×
○
○

×
○
○

○
○
○

×
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

×
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
○

第３回臨時会

令和２年度補正予算

条例の一部改正

議案122 可決市道路線の認定 ○
議案123 可決市道路線の変更 ○
諮問2～9 同意人権擁護委員候補者の推薦 ○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

その他

条例の一部改正
第４回定例会

指
定
管
理
者
の
指
定

●
白
根
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
料
に
つ
い
て
、
他
の
施

設
は
市
か
ら
の
提
示
額
と
候
補
者

か
ら
の
提
案
額
が
同
じ
く
ら
い
で
あ
る
の
に

対
し
、
白
根
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
候
補
者
か
ら
の
提
案
額
が
市
か
ら
の

提
示
額
と
比
べ
て
50
万
円
弱
ほ
ど
低
く
な
っ

て
い
る
理
由
は
。

Q
指
定
管
理
者
で
あ
る
株
式
会
社

フ
ィ
ッ
ツ
か
ら
、
自
助
努
力
に
よ
っ

て
財
源
の
確
保
と
経
費
の
圧
縮
を
行
っ
て
い

く
と
い
う
提
案
が
あ
り
、
指
定
管
理
者
自
体

の
努
力
で
あ
る
。

A　
議
案
第
１
０
３
号
は
、
反
対
・
賛
成

討
論
が
計
４
名
か
ら
あ
り
、
採
決
は
賛

成
多
数
で
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
各
常

任
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し
た
案
件
に

つ
い
て
は
、
慎
重
審
査
し
た
結
果
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

道の駅しらねに設置してある急速充電設備

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案101 国民健康保険税条例 可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案100 税外収入金に係る督促手数料及び延滞金徴収に関する条例等 可決

議案111 可決山梨県北岳山荘管理事業特別会計補正予算（第3号）
議案110 芦安農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）

○
議案112 可決水道事業会計補正予算（2号） ○
議案113 可決下水道事業会計補正予算（第2号） ○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
○

令和２年度補正予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案109 介護保険特別会計補正予算（第4号） 可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案108 後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号） 可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案107 国民健康保険特別会計補正予算（第4号） 可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案124 一般会計補正予算（第11号） 可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案106 一般会計補正予算（第10号） 可決

議案119 可決白根Ｂ＆Ｇ海洋センター
議案118 甲西工業団地南公園

○
議案120 可決甲西体育センター ○
議案121 可決広河原山荘（指定期間変更） ○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
○

指定管理者の指定（議案121は指定期間の変更）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案117 白根中央公園 可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案116 南甘利山山麓ふれあいの杜（塩沢渓谷河川公園） 可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案115 西地区多目的活性化広場 可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案114 塩前フレンドリーセンター 可決

同意7 同意監査委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
人事案件

長寿祝金 他市比較表
現　行 改正案

南アルプス市 10,000 5,000
区　分

88歳

100歳 200,000 100,000
都留市 山梨市 大月市

5,000（77歳） 10,000 3,000
30,000 150,000 50,000
甲斐市 笛吹市 上野原市

5,000 5,000 無
100,000 100,000 50,000

区　分

88歳

100歳

区　分

88歳

100歳

甲府市

5,000
30,000
韮崎市

10,000
100,000
甲州市

10,000
100,000

富士吉田市

5,000
100,000
北杜市

5,000
100,000
中央市

10,000
100,000

反
対
討
論

賛
成
討
論

議案第103号 南アルプス市長寿祝金条例の一部改正について

　来年度予算編成に直ちに影響するほどの金額では
なく、緊急性もない。高齢者諸団体などと意見交換
をせぬまま結論を出すのは拙速である。

　改正により生み出される財源は、独り暮らしや認
知症の高齢者を支えていく事業に活用される。また、
改正額は県内他市とほぼ同額である。

寿命の延伸に伴い限りある予算を高齢者施策に有効に活用するため88歳と100歳の祝金を半額にする

私は賛成！私は反対！‒議員はこう考える‒ 討論

削減ではなく、ゆとりと潤いを
松野 昇平 議員

高齢者福祉の充実を
北村 千代子 議員

第4回定例会

（単位：円）



市政のここを聞く！
代表質問の映像をご視聴いただけます。代 表 質 問

市
長
２
期
目
後
半
の
市
政
に
つ
い
て

金
丸
市
政
２
期
目
後
半
の
ま
ち
づ

く
り
の
姿
勢
と
方
針
は
。

Q
市
民
目
線
の
市
政
運
営
を
根
幹
に
、

第
２
次
総
合
計
画（
後
期
基
本
計
画
）

に
基
づ
き
、
特
に「
持
続
可
能
な
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」の
た
め
観
光
振
興
や
企
業
誘
致
を

中
心
に
事
業
展
開
を
し
て
き
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
で
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
２
期
目

後
半
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
生
じ
た「
新
た
な
生
活

様
式
」へ
の
対
応
も
視
野
に
、
改
め
て
前
述
の

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
で
あ
る
。

A
令
和
３
年
度
当
初
予
算
は
、
市
民

の
暮
ら
し
や
市
民
生
活
向
上
の
た

め
、
特
に
何
に
重
点
を
置
い
て
編
成
し
て
い

く
の
か
。

Q
そ
れ
ら
の
施
策
も
重
要
だ
が
、
道

水
路
の
改
修
や
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
等
の
市
民
の
身
近
な
環
境
整
備
も
大
切
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
要
望
が
先
送
り
に

な
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。条
件
が
整
え
ば
、

こ
れ
ら
も
速
や
か
に
予
算
化
す
る
必
要
が
あ

Q
コ
ロ
ナ
禍
で
来
年
度
当
初
予
算
は
、

歳
入
確
保
が
大
変
厳
し
い
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
が
、
施
策
優
先
度
評
価
に
基
づ

き
優
先
施
策
に
位
置
づ
け
た
①
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
充
実
②
自
然
と
の
共
生
③
農
林
業

の
振
興
④
観
光
の
振
興
⑤
企
業
誘
致
の
推
進

に
つ
い
て
重
点
的
に
予
算
配
分
し
て
い
く
。

A

討
議
の
焦
点

新政南アルプス
有野 一成 議員
新政南アルプス
有野 一成 議員

地
権
者
の
同
意
な
ど
条
件
が
整
え

ば
、
で
き
る
だ
け
早
く
予
算
化
し
て

い
る
。
国
で
は
今
、
国
土
強
靭
化
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
そ
の
予
算
が
本
市
に
配
分
さ
れ

る
こ
と
も
見
込
ま
れ
る
が
、
一
方
で
コ
ロ
ナ

禍
で
歳
入
が
不
透
明
な
こ
と
も
あ
る
。
財
政

の
健
全
性
も
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

A

予
算
特
別
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

主
な
質
疑
の
要
約
を
掲
載
し
て
い
ま
す

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置

　
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
各
常
任
委
員
会
に
付

託
す
る
の
で
は
な
く
、
新
た
に
予
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
審
査
を
し
て
い
ま
す
。

補
正
予
算

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）

政
策
推
進
課
が
所
管
す
る
「
ふ
る

さ
と
納
税
事
業
」
に
つ
い
て
、
作

成
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
十
分
に
活
用
し

き
れ
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
が
活
用

方
法
は
。

Q

櫛
形
中
央
保
育
所
が
所
管
す
る「
櫛

形
中
央
保
育
所
維
持
管
理
事
業
」に

つ
い
て
、
門
扉
を
安
全
な
も
の
に
改
修
す
る

と
あ
る
が
、
同
保
育
所
と
同
じ
よ
う
な
構
造

で
危
険
な
門
扉
が
、
ほ
か
の
保
育
所
に
設
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
。

Q

次
年
度
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
て

Ｐ
Ｒ
を
し
た
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
イ

ベ
ン
ト
に
行
け
な
い
状
況
で
あ
れ
ば
、
現
在

寄
付
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
に
送

り
、
来
年
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

ふ
る
さ
と
納
税
だ
け
で
は
な
く
市
全
体
を
売

り
出
す
よ
う
な
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て

も
使
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A

福
祉
総
合
相
談
課
が
所
管
す
る「
生
活

保
護
費
支
給
事
業
」に
つ
い
て
、
生
活

保
護
費
の
医
療
と
介
護
に
つ
い
て
補
正
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
生
活
保
護
の
人
数

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
増
え
て
い
な
い
の
か
。

Q
生
活
保
護
世
帯
の
変
動
で
あ
る
が
、

令
和
元
年
９
月
末
は
被
保
護
者
が

３
１
６
世
帯
３
９
９
人
、
令
和
２
年
９
月
末

が
３
１
０
世
帯
３
９
７
人
で
、
昨
年
と
比
べ

て
、
あ
ま
り
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
決
定
件

数
は
、
２
月
か
ら
11
月
で
比
べ
る
と
、
昨
年

が
37
件
、
今
年
は
47
件
と
い
う
こ
と
で
、
同

時
期
で
比
較
す
る
と
、
10
件
ほ
ど
決
定
件
数

が
増
え
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
直
接

か
と
い
う
と
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
と
思
っ
て

お
り
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

A

観
光
施
設
課
が
所
管
す
る「
指
定
管

理
施
設
の
管
理
運
営
事
業
」に
つ
い

て
、
減
収
補
填
を
す
る
４
月
か
ら
９
月
の
期

間
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
で
自
粛
し
休
業
し

て
い
た
と
思
う
が
、
そ
れ
以
降
も
以
前
の
よ

う
な
収
入
が
見
込
め
な
い
と
思
う
。
オ
ー
プ

ン
し
て
か
ら
の
減
収
に
対
し
て
の
補
填
は
あ

る
の
か
。

Q
今
回
は
上
半
期
の
減
収
補
填
と
な

る
。
４
月
か
ら
５
月
は
休
業
し
て

い
た
が
、
６
月
以
降
は
営
業
し
て
お
り
、
厳

し
い
と
い
う
状
況
は
聞
い
て
い
る
。
令
和
３

年
に
向
け
て
協
議
を
始
め
て
お
り
、
今
年
度

A

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
11
号
）

観
光
商
工
課
が
所
管
す
る
「
事
業

者
持
続
化
給
付
金
事
業
」
に
つ
い

て
、
飲
食
の
関
係
が
非
常
に
心
配
さ
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
宿
泊
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
で
は

合
計
２
４
２
件
の
申
請
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
、
こ
れ
は
、
全
体
に
対
し
て
ど
れ
ぐ
ら

い
カ
バ
ー
で
き
て
い
る
の
か
。

Q
商
工
会
と
分
析
し
、
宿
泊
飲
食
業

と
し
て
２
１
０
件
を
想
定
し
た
が
、

そ
れ
を
上
回
っ
て
２
４
２
件
の
申
請
が
あ
っ

た
。
個
人
事
業
主
の
方
が
、
色
ん
な
商
売
を

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
上
回
っ
た
と

思
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
申
請
が

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

A●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　（
第
４
号
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
国
保
税
減
免
の
経
費
に
つ
い
て
補

正
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
減
免
制
度
の

周
知
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

Q
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
周
知

し
て
い
る
。
ま
た
、
国
保
年
金
課
に

減
免
の
申
請
に
来
た
方
の
中
に
は
、
持
続
化

給
付
金
の
受
付
窓
口
や
、
納
税
課
と
の
納
税

相
談
に
お
い
て
案
内
さ
れ
て
き
た
方
も
い
る
。

A
市
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
自
治
体
運
営

の
基
本
原
則
を
明
確
に
定
め
た「
自
治
基
本

条
例(

ま
ち
づ
く
り
条
例)
」を
制
定
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

Q
制
定
に
つ
い
て
は
行
政
主
導
で
は

な
く
、
今
後
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

等
で
市
民
の
声
を
聞
く
場
を
設
け
、
市
民
の

意
向
を
確
認
す
る
中
で
判
断
し
て
い
く
。

A
市
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
の
根
拠

と
な
る「
自
治
基
本
条
例（
ま
ち
づ
く

り
条
例
）」は
、
本
市
が
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
実
践
し
て
い
く
上
で
必
要
な
条
例
だ
と
思

う
が
。

Q
本
市
で
は
既
に
あ
る
基
本
方
針
や
行

動
計
画
等
に
基
づ
き
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
広
め
て
い
く
方
が
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
実
効
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。

A

野中 國幹 副委員長

齊藤 博明 委員長

金丸市長２期目後半の市政の姿勢と方針は
 ➡ 市民目線を基本姿勢に
　   持続可能な活力あるまちづくりに取り組んでいく方針。

まちづくり条例を制定すべきと思うが
 ➡ 制定については市民アンケート等を実施し、
　   その意向を確認し判断していく。

る
と
思
う
が
。

が
行
わ
れ
て
い
る
。

第
２
次
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
方

針
と
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
と

市
民
の
協
働
も
取
り
入
れ
協
働
支
援
テ
ー
マ

型
活
動
助
成
事
業
を
中
心
に
行
っ
て
お
り
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
形
骸
化
し
て
い
る
こ

と
は
な
い
。

A
提
案
等
が
あ
ま
り
出
て
こ
な
か
っ

た
こ
と
と
予
算
化
す
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
っ
た
こ
と
の
検
証
結
果
と
し
て
、

現
在
の
協
働
支
援
テ
ー
マ
型
活
動
助
成
事
業

A 市
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て第

２
次
総
合
計
画
で
も
引
き
続
き

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
提
唱
し
て

い
る
が
、
そ
の
現
状
は
後
退
し
形
骸
化
し
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
。
市
は
現
状
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

Q
市
民
と
行
政
の
協
働
の
本
来
の
仕
組

み
で
あ
る
提
案
制
度
と
公
募
制
度
が

無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
原
因
は
。

Q

自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
、

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
!!

下
半
期
に
つ
い
て
は
、
同
じ
よ
う
な
形
で
補

填
を
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

ほ
か
の
保
育
所
の
門
扉
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
形
状
等
が
色
々
と

異
な
っ
て
い
る
が
、
櫛
形
中
央
保
育
所
の
門

扉
に
関
し
て
は
、
低
く
子
ど
も
が
道
路
へ
飛

び
出
し
て
し
ま
う
な
ど
危
険
性
が
高
い
た
め

改
修
し
た
い
。

A

安全対策のため改修する櫛形中央保育所の門扉

本市返礼品で1番人気の
シャインマスカット
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市政のここを聞く！
代表質問の映像をご視聴いただけます。代 表 質 問

市
長
２
期
目
後
半
の
市
政
に
つ
い
て

金
丸
市
政
２
期
目
後
半
の
ま
ち
づ

く
り
の
姿
勢
と
方
針
は
。

Q
市
民
目
線
の
市
政
運
営
を
根
幹
に
、

第
２
次
総
合
計
画（
後
期
基
本
計
画
）

に
基
づ
き
、
特
に「
持
続
可
能
な
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」の
た
め
観
光
振
興
や
企
業
誘
致
を

中
心
に
事
業
展
開
を
し
て
き
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
で
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
２
期
目

後
半
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
生
じ
た「
新
た
な
生
活

様
式
」へ
の
対
応
も
視
野
に
、
改
め
て
前
述
の

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
で
あ
る
。

A
令
和
３
年
度
当
初
予
算
は
、
市
民

の
暮
ら
し
や
市
民
生
活
向
上
の
た

め
、
特
に
何
に
重
点
を
置
い
て
編
成
し
て
い

く
の
か
。

Q
そ
れ
ら
の
施
策
も
重
要
だ
が
、
道

水
路
の
改
修
や
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
等
の
市
民
の
身
近
な
環
境
整
備
も
大
切
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
要
望
が
先
送
り
に

な
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。条
件
が
整
え
ば
、

こ
れ
ら
も
速
や
か
に
予
算
化
す
る
必
要
が
あ

Q
コ
ロ
ナ
禍
で
来
年
度
当
初
予
算
は
、

歳
入
確
保
が
大
変
厳
し
い
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
が
、
施
策
優
先
度
評
価
に
基
づ

き
優
先
施
策
に
位
置
づ
け
た
①
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
充
実
②
自
然
と
の
共
生
③
農
林
業

の
振
興
④
観
光
の
振
興
⑤
企
業
誘
致
の
推
進

に
つ
い
て
重
点
的
に
予
算
配
分
し
て
い
く
。

A

討
議
の
焦
点

新政南アルプス
有野 一成 議員
新政南アルプス
有野 一成 議員

地
権
者
の
同
意
な
ど
条
件
が
整
え

ば
、
で
き
る
だ
け
早
く
予
算
化
し
て

い
る
。
国
で
は
今
、
国
土
強
靭
化
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
そ
の
予
算
が
本
市
に
配
分
さ
れ

る
こ
と
も
見
込
ま
れ
る
が
、
一
方
で
コ
ロ
ナ

禍
で
歳
入
が
不
透
明
な
こ
と
も
あ
る
。
財
政

の
健
全
性
も
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

A

予
算
特
別
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

主
な
質
疑
の
要
約
を
掲
載
し
て
い
ま
す

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置

　
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
各
常
任
委
員
会
に
付

託
す
る
の
で
は
な
く
、
新
た
に
予
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
審
査
を
し
て
い
ま
す
。

補
正
予
算

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）

政
策
推
進
課
が
所
管
す
る
「
ふ
る

さ
と
納
税
事
業
」
に
つ
い
て
、
作

成
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
十
分
に
活
用
し

き
れ
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
が
活
用

方
法
は
。

Q

櫛
形
中
央
保
育
所
が
所
管
す
る「
櫛

形
中
央
保
育
所
維
持
管
理
事
業
」に

つ
い
て
、
門
扉
を
安
全
な
も
の
に
改
修
す
る

と
あ
る
が
、
同
保
育
所
と
同
じ
よ
う
な
構
造

で
危
険
な
門
扉
が
、
ほ
か
の
保
育
所
に
設
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
。

Q

次
年
度
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
て

Ｐ
Ｒ
を
し
た
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
イ

ベ
ン
ト
に
行
け
な
い
状
況
で
あ
れ
ば
、
現
在

寄
付
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
に
送

り
、
来
年
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

ふ
る
さ
と
納
税
だ
け
で
は
な
く
市
全
体
を
売

り
出
す
よ
う
な
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て

も
使
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A

福
祉
総
合
相
談
課
が
所
管
す
る「
生
活

保
護
費
支
給
事
業
」に
つ
い
て
、
生
活

保
護
費
の
医
療
と
介
護
に
つ
い
て
補
正
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
生
活
保
護
の
人
数

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
増
え
て
い
な
い
の
か
。

Q
生
活
保
護
世
帯
の
変
動
で
あ
る
が
、

令
和
元
年
９
月
末
は
被
保
護
者
が

３
１
６
世
帯
３
９
９
人
、
令
和
２
年
９
月
末

が
３
１
０
世
帯
３
９
７
人
で
、
昨
年
と
比
べ

て
、
あ
ま
り
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
決
定
件

数
は
、
２
月
か
ら
11
月
で
比
べ
る
と
、
昨
年

が
37
件
、
今
年
は
47
件
と
い
う
こ
と
で
、
同

時
期
で
比
較
す
る
と
、
10
件
ほ
ど
決
定
件
数

が
増
え
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
直
接

か
と
い
う
と
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
と
思
っ
て

お
り
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

A

観
光
施
設
課
が
所
管
す
る「
指
定
管

理
施
設
の
管
理
運
営
事
業
」に
つ
い

て
、
減
収
補
填
を
す
る
４
月
か
ら
９
月
の
期

間
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
で
自
粛
し
休
業
し

て
い
た
と
思
う
が
、
そ
れ
以
降
も
以
前
の
よ

う
な
収
入
が
見
込
め
な
い
と
思
う
。
オ
ー
プ

ン
し
て
か
ら
の
減
収
に
対
し
て
の
補
填
は
あ

る
の
か
。

Q
今
回
は
上
半
期
の
減
収
補
填
と
な

る
。
４
月
か
ら
５
月
は
休
業
し
て

い
た
が
、
６
月
以
降
は
営
業
し
て
お
り
、
厳

し
い
と
い
う
状
況
は
聞
い
て
い
る
。
令
和
３

年
に
向
け
て
協
議
を
始
め
て
お
り
、
今
年
度

A

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
11
号
）

観
光
商
工
課
が
所
管
す
る
「
事
業

者
持
続
化
給
付
金
事
業
」
に
つ
い

て
、
飲
食
の
関
係
が
非
常
に
心
配
さ
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
宿
泊
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
で
は

合
計
２
４
２
件
の
申
請
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
、
こ
れ
は
、
全
体
に
対
し
て
ど
れ
ぐ
ら

い
カ
バ
ー
で
き
て
い
る
の
か
。

Q
商
工
会
と
分
析
し
、
宿
泊
飲
食
業

と
し
て
２
１
０
件
を
想
定
し
た
が
、

そ
れ
を
上
回
っ
て
２
４
２
件
の
申
請
が
あ
っ

た
。
個
人
事
業
主
の
方
が
、
色
ん
な
商
売
を

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
上
回
っ
た
と

思
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
申
請
が

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

A●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　（
第
４
号
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
国
保
税
減
免
の
経
費
に
つ
い
て
補

正
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
減
免
制
度
の

周
知
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

Q
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
周
知

し
て
い
る
。
ま
た
、
国
保
年
金
課
に

減
免
の
申
請
に
来
た
方
の
中
に
は
、
持
続
化

給
付
金
の
受
付
窓
口
や
、
納
税
課
と
の
納
税

相
談
に
お
い
て
案
内
さ
れ
て
き
た
方
も
い
る
。

A
市
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
自
治
体
運
営

の
基
本
原
則
を
明
確
に
定
め
た「
自
治
基
本

条
例(

ま
ち
づ
く
り
条
例)

」を
制
定
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

Q
制
定
に
つ
い
て
は
行
政
主
導
で
は

な
く
、
今
後
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

等
で
市
民
の
声
を
聞
く
場
を
設
け
、
市
民
の

意
向
を
確
認
す
る
中
で
判
断
し
て
い
く
。

A
市
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
の
根
拠

と
な
る「
自
治
基
本
条
例（
ま
ち
づ
く

り
条
例
）」は
、
本
市
が
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
実
践
し
て
い
く
上
で
必
要
な
条
例
だ
と
思

う
が
。

Q
本
市
で
は
既
に
あ
る
基
本
方
針
や
行

動
計
画
等
に
基
づ
き
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
広
め
て
い
く
方
が
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
実
効
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。

A

野中 國幹 副委員長

齊藤 博明 委員長

金丸市長２期目後半の市政の姿勢と方針は
 ➡ 市民目線を基本姿勢に
　   持続可能な活力あるまちづくりに取り組んでいく方針。

まちづくり条例を制定すべきと思うが
 ➡ 制定については市民アンケート等を実施し、
　   その意向を確認し判断していく。

る
と
思
う
が
。

が
行
わ
れ
て
い
る
。

第
２
次
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
方

針
と
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
と

市
民
の
協
働
も
取
り
入
れ
協
働
支
援
テ
ー
マ

型
活
動
助
成
事
業
を
中
心
に
行
っ
て
お
り
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
形
骸
化
し
て
い
る
こ

と
は
な
い
。

A
提
案
等
が
あ
ま
り
出
て
こ
な
か
っ

た
こ
と
と
予
算
化
す
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
っ
た
こ
と
の
検
証
結
果
と
し
て
、

現
在
の
協
働
支
援
テ
ー
マ
型
活
動
助
成
事
業

A 市
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て第

２
次
総
合
計
画
で
も
引
き
続
き

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
提
唱
し
て

い
る
が
、
そ
の
現
状
は
後
退
し
形
骸
化
し
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
。
市
は
現
状
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

Q
市
民
と
行
政
の
協
働
の
本
来
の
仕
組

み
で
あ
る
提
案
制
度
と
公
募
制
度
が

無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
原
因
は
。

Q

自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
、

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
!!

下
半
期
に
つ
い
て
は
、
同
じ
よ
う
な
形
で
補

填
を
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

ほ
か
の
保
育
所
の
門
扉
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
形
状
等
が
色
々
と

異
な
っ
て
い
る
が
、
櫛
形
中
央
保
育
所
の
門

扉
に
関
し
て
は
、
低
く
子
ど
も
が
道
路
へ
飛

び
出
し
て
し
ま
う
な
ど
危
険
性
が
高
い
た
め

改
修
し
た
い
。

A

安全対策のため改修する櫛形中央保育所の門扉

本市返礼品で1番人気の
シャインマスカット
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市政のここを聞く！代 表 質 問 代表質問の映像をご視聴いただけます。

耕作放棄地対策としてオリーブ栽培導入の考えは
 ➡ 栽培方法を検討するため
　  「地域おこし協力隊」の協力を得て調査研究を行う。

せん孔細菌病の生育期の防除費助成が必要では
 ➡ せん孔細菌病の低減を図るため生育期の防除費助成の実施。

コロナ禍の中景気下支えを目的にリフォーム事業拡大を
 ➡ 市営住宅整備事業と併せた
　  交付金事業でリフォーム単独拡大は困難。

耕
作
放
棄
地
の
改
善
策
と
し
て

オ
リ
ー
ブ
栽
培
の
導
入
検
討
に

つ
い
てオ

リ
ー
ブ
の
品
種
・
栽
培
環
境
等

を
整
理
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
簡
易
な
試
験
展
示
圃
場
を
設
置
し
た

ら
と
思
う
が
、
市
の
見
解
は
。

Q
オ
リ
ー
ブ
は
、
病
害
虫
の
被
害
が

少
な
く
、
収
穫
期
が
10
月
か
ら
12

月
の
農
閑
期
と
な
る
こ
と
か
ら
、
管
理
面
や

収
入
面
で
優
位
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
作
業
の
省
力
化
が
容
易
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
な
ど
に

よ
る
労
働
力
不
足
対
策
、
耕
作
放
棄
地
の
発

生
防
止
や
解
消
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
。

　
本
市
に
お
け
る
オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
経
験

は
、
ま
だ
５
年
程
度
と
浅
く
、
生
産
者
も
少

な
い
た
め
、
適
応
品
種
の
選
定
や
収
穫
量
、

産
地
化
に
向
け
て
は
、
栽
培
方
法
の
確
立
も

含
め
、
さ
ら
に
、
調
査
研
究
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
こ
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
研
修
圃
場

な
ど
に
栽
植
し
、 

Ｊ
Ａ
南
ア
ル
プ
ス
市
と
連

携
す
る
中
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
共

に
、
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

A
現
在
、
子
育
て
支
援
課
子
育
て
相

談
担
当
に
、
事
務
職
１
名
、
専
門

職
３
名
を
配
置
し
、
子
ど
も
・
家
庭
に
関

す
る
相
談
業
務
を
実
施
し
て
お
り
、「
子
ど

も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」の
２
０
２
２
年
度

設
置
に
向
け
て
は
、
重
点
目
標
と
し
て
掲

げ
、
関
係
課
に
よ
る
検
討
を
鋭
意
進
め
て

い
る
。

　
支
援
拠
点
に
お
い
て
は
、
限
ら
れ
た
人
員

の
中
で
、
複
合
的
な
課
題
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
と
な
る
の
で
、
関
係
課
の
強
い
連
携
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
業
務
内
容
は
、主
に
、

相
談
対
応
、
実
情
把
握
、
情
報
提
供
、
児
童

相
談
所
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
、
一

時
保
護
、
施
設
入
所
等
の
措
置
解
除
後
の
支

援
、
里
親
、
養
子
縁
組
家
庭
の
支
援
な
ど
と

な
る
。

A

討
議
の
焦
点

せ
ん
孔
細
菌
病
生
育
期
防
除
費

の
助
成
に
つ
い
て

市
内
の
桃
生
産
は
近
年
減
少
傾
向

に
あ
り
、
従
来
の
休
眠
期
の
助
成

は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
生
産
安
定
に
向
け

て
生
育
期
の
防
除
費
助
成
に
つ
い
て
市
の
考

え
は
。

Q
本
市
に
お
け
る
桃
の
出
荷
量
に
つ

い
て
は
、Ｊ
Ａ
南
ア
ル
プ
ス
市
に
よ

る
と
、
例
年
の
60
〜
70
％
程
度
に
落
ち
込

ん
で
お
り
、
そ
の
原
因
は
、
長
雨
や
せ
ん

孔
細
菌
病
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
推
察
さ

れ
て
い
る
。

　
今
年
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
秋
季
防
除
費

へ
の
補
助
金
に
よ
る
支
援
を
決
定
し
て
い
る

が
、
さ
ら
に
せ
ん
孔
細
菌
病
の
低
減
に
向
け

て
、
力
強
く
営
農
者
を
支
え
る
た
め
生
育
期

も
含
め
、
継
続
し
た
防
除
費
用
の
追
加
支
援

を
検
討
し
て
い
く
。

A

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等

総
合
支
援
事
業
拡
大
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
景
気
が
低
迷
傾

向
に
あ
る
こ
と
か
ら
支
援
枠
を
拡

大
し
、
景
気
の
下
支
え
を
図
る
べ
き
と
思

う
が
、
市
の
考
え
は
。

Q
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
総
合
支
援
事

業
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
に

事
業
を
開
始
し
、
４
年
間
で
２
２
５
件
の

実
績
が
あ
り
、
市
民
福
祉
の
向
上
お
よ
び

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
に
よ
る
一
定
の

成
果
は
得
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
っ

た
が
、
９
月
末
に
は
予
定
し
た
60
件
の
交

付
を
決
定
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
景
気
の
下
支
え
に

よ
る
、
支
援
枠
拡
大
に
つ
い
て
は
、
本
事

業
の
財
源
に
、
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
を
活
用
し
、
市
営
住
宅
整
備
事
業

と
合
わ
せ
交
付
を
受
け
て
い
る
の
で
、
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
の
補
助
金
の
み
を
増
額
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
今
後
、
市
営
住

宅
整
備
事
業
も
実
施
し
て
い
く
の
で
、
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
現
状
の

60
件
を
限
度
に
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

A

子ども家庭総合支援拠点の人員配置や事業内容は
 ➡ 2022年度設置に向けて各関係課と鋭意進める。
　  子ども家庭支援全般に係る業務内容となる。

多胎児家庭へのファミリーサポート事業等の利用料補助は
 ➡ 来年度に向けて枠配分の中で前向きに検討する。

会計年度任用職員の制度が、保育士の処遇改善となったか
 ➡ 年次休暇の取得可能日数は増えており
　  年間報酬額も引き上げられている。

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
に

つ
い
て令

和
２
年
９
月
議
会
代
表
質
問
で
、

「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」を

作
る
予
定
と
の
答
弁
だ
っ
た
。
そ
の
具
体
的

な
人
員
配
置
や
事
業
の
内
容
は
。

Q

多
胎
児
家
庭
を
対
象
に
産
前
産
後

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
金
に
つ

い
て
助
成
を
し
て
い
る
。
多
子
世
帯
に
対
す

る
事
業
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
第
２
子
以
降

の
保
育
料
の
無
償
化
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
補
助
と
し
て
、
２
人
以

上
を
預
け
る
場
合
は
、
利
用
料
金
が
半
額
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
、
来
年
度
に
向
け
て
枠

配
分
の
中
で
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

A

多
胎
児
家
庭
へ
の
支
援
に

つ
い
て多

胎
児
家
庭
へ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
お
よ
び
一

時
預
か
り
事
業
の
利
用
料
金
の
補
助
の
考

え
は
。

Q

討
議
の
焦
点

保
育
士
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

会
計
年
度
任
用
職
員
の
制
度
が
、

本
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
臨
時

職
員
で
あ
っ
た
保
育
士
へ
の
処
遇
改
善
に
つ

な
が
る
と
の
説
明
だ
っ
た
が
、
有
給
休
暇
の

一
部
が
無
給
に
な
っ
た
と
も
聞
い
て
い
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
は
。

Q
休
暇
に
つ
い
て
、
人
事
院
規
則
に

準
じ
て
10
種
類
の
有
給
の
特
別
休

暇
と
12
種
類
の
無
給
の
特
別
休
暇
を
規
定
し

て
い
る
。
昨
年
度
ま
で
は
、
年
次
有
給
休
暇

の
ほ
か
、
６
種
類
の
有
給
の
特
別
休
暇
を
規

定
し
て
い
た
が
、
会
計
年
度
任
用
職
員
と

な
っ
た
今
年
度
か
ら
は
、
子
の
看
護
休
暇
、

短
期
介
護
休
暇
な
ら
び
に
傷
病
休
暇
が
、
有

給
か
ら
無
給
と
な
っ
て
い
る
。

　
休
暇
に
つ
い
て
は
、
種
類
が
大
幅
に
増
え

た
こ
と
で
、
職
員
の
休
暇
取
得
の
選
択
肢
が

拡
大
し
て
い
る
。
昨
年
度
ま
で
は
10
日
だ
っ

A

た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
が
、
勤
務
年
数
に

応
じ
加
算
さ
れ
、
最
大
で
20
日
に
な
る
と
と

も
に
、
前
年
度
に
付
与
さ
れ
た
休
暇
を
翌
年

度
に
繰
り
越
せ
る
な
ど
、
年
次
有
給
休
暇
の

取
得
可
能
日
数
は
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
育

児
休
業
制
度
が
適
用
さ
れ
る
。

　
給
与
面
は
、
常
勤
職
員
と
の
均
衡
を
図
る

制
度
の
主
旨
を
踏
ま
え
、
報
酬
単
価
の
引
上

げ
や
各
種
手
当
等
を
支
給
す
る
こ
と
で
、
全

て
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
年
間
報
酬
額

が
、昨
年
度
に
比
べ
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

躍進会
花輪 幸長 議員

躍進会
花輪 幸長 議員

せん孔細菌病により被害を受けた桃

公明党
河野 木綿子 議員

公明党
河野 木綿子 議員

●
そ
の
他
の
質
問

・
コ
ロ
ナ
禍
の
マ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ル
ー
お
よ
び

　産
後
う
つ
対
策
に
つ
い
て

・
保
育
士
へ
の
慰
労
金
支
給
に
つ
い
て

・
若
者
世
帯
定
住
支
援
奨
励
金
事
業
の
対
象

　年
齢
引
き
上
げ
に
つ
い
て
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耕作放棄地対策としてオリーブ栽培導入の考えは
 ➡ 栽培方法を検討するため
　  「地域おこし協力隊」の協力を得て調査研究を行う。

せん孔細菌病の生育期の防除費助成が必要では
 ➡ せん孔細菌病の低減を図るため生育期の防除費助成の実施。

コロナ禍の中景気下支えを目的にリフォーム事業拡大を
 ➡ 市営住宅整備事業と併せた
　  交付金事業でリフォーム単独拡大は困難。

耕
作
放
棄
地
の
改
善
策
と
し
て

オ
リ
ー
ブ
栽
培
の
導
入
検
討
に

つ
い
てオ

リ
ー
ブ
の
品
種
・
栽
培
環
境
等

を
整
理
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
簡
易
な
試
験
展
示
圃
場
を
設
置
し
た

ら
と
思
う
が
、
市
の
見
解
は
。

Q
オ
リ
ー
ブ
は
、
病
害
虫
の
被
害
が

少
な
く
、
収
穫
期
が
10
月
か
ら
12

月
の
農
閑
期
と
な
る
こ
と
か
ら
、
管
理
面
や

収
入
面
で
優
位
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
作
業
の
省
力
化
が
容
易
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
な
ど
に

よ
る
労
働
力
不
足
対
策
、
耕
作
放
棄
地
の
発

生
防
止
や
解
消
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
。

　
本
市
に
お
け
る
オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
経
験

は
、
ま
だ
５
年
程
度
と
浅
く
、
生
産
者
も
少

な
い
た
め
、
適
応
品
種
の
選
定
や
収
穫
量
、

産
地
化
に
向
け
て
は
、
栽
培
方
法
の
確
立
も

含
め
、
さ
ら
に
、
調
査
研
究
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
こ
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
研
修
圃
場

な
ど
に
栽
植
し
、 

Ｊ
Ａ
南
ア
ル
プ
ス
市
と
連

携
す
る
中
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
共

に
、
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

A
現
在
、
子
育
て
支
援
課
子
育
て
相

談
担
当
に
、
事
務
職
１
名
、
専
門

職
３
名
を
配
置
し
、
子
ど
も
・
家
庭
に
関

す
る
相
談
業
務
を
実
施
し
て
お
り
、「
子
ど

も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」の
２
０
２
２
年
度

設
置
に
向
け
て
は
、
重
点
目
標
と
し
て
掲

げ
、
関
係
課
に
よ
る
検
討
を
鋭
意
進
め
て

い
る
。

　
支
援
拠
点
に
お
い
て
は
、
限
ら
れ
た
人
員

の
中
で
、
複
合
的
な
課
題
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
と
な
る
の
で
、
関
係
課
の
強
い
連
携
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
業
務
内
容
は
、主
に
、

相
談
対
応
、
実
情
把
握
、
情
報
提
供
、
児
童

相
談
所
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
、
一

時
保
護
、
施
設
入
所
等
の
措
置
解
除
後
の
支

援
、
里
親
、
養
子
縁
組
家
庭
の
支
援
な
ど
と

な
る
。

A

討
議
の
焦
点

せ
ん
孔
細
菌
病
生
育
期
防
除
費

の
助
成
に
つ
い
て

市
内
の
桃
生
産
は
近
年
減
少
傾
向

に
あ
り
、
従
来
の
休
眠
期
の
助
成

は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
生
産
安
定
に
向
け

て
生
育
期
の
防
除
費
助
成
に
つ
い
て
市
の
考

え
は
。

Q
本
市
に
お
け
る
桃
の
出
荷
量
に
つ

い
て
は
、Ｊ
Ａ
南
ア
ル
プ
ス
市
に
よ

る
と
、
例
年
の
60
〜
70
％
程
度
に
落
ち
込

ん
で
お
り
、
そ
の
原
因
は
、
長
雨
や
せ
ん

孔
細
菌
病
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
推
察
さ

れ
て
い
る
。

　
今
年
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
秋
季
防
除
費

へ
の
補
助
金
に
よ
る
支
援
を
決
定
し
て
い
る

が
、
さ
ら
に
せ
ん
孔
細
菌
病
の
低
減
に
向
け

て
、
力
強
く
営
農
者
を
支
え
る
た
め
生
育
期

も
含
め
、
継
続
し
た
防
除
費
用
の
追
加
支
援

を
検
討
し
て
い
く
。

A

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等

総
合
支
援
事
業
拡
大
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
景
気
が
低
迷
傾

向
に
あ
る
こ
と
か
ら
支
援
枠
を
拡

大
し
、
景
気
の
下
支
え
を
図
る
べ
き
と
思

う
が
、
市
の
考
え
は
。

Q
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
総
合
支
援
事

業
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
に

事
業
を
開
始
し
、
４
年
間
で
２
２
５
件
の

実
績
が
あ
り
、
市
民
福
祉
の
向
上
お
よ
び

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
に
よ
る
一
定
の

成
果
は
得
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
っ

た
が
、
９
月
末
に
は
予
定
し
た
60
件
の
交

付
を
決
定
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
景
気
の
下
支
え
に

よ
る
、
支
援
枠
拡
大
に
つ
い
て
は
、
本
事

業
の
財
源
に
、
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
を
活
用
し
、
市
営
住
宅
整
備
事
業

と
合
わ
せ
交
付
を
受
け
て
い
る
の
で
、
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
の
補
助
金
の
み
を
増
額
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
今
後
、
市
営
住

宅
整
備
事
業
も
実
施
し
て
い
く
の
で
、
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
現
状
の

60
件
を
限
度
に
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

A

子ども家庭総合支援拠点の人員配置や事業内容は
 ➡ 2022年度設置に向けて各関係課と鋭意進める。
　  子ども家庭支援全般に係る業務内容となる。

多胎児家庭へのファミリーサポート事業等の利用料補助は
 ➡ 来年度に向けて枠配分の中で前向きに検討する。

会計年度任用職員の制度が、保育士の処遇改善となったか
 ➡ 年次休暇の取得可能日数は増えており
　  年間報酬額も引き上げられている。

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
に

つ
い
て令

和
２
年
９
月
議
会
代
表
質
問
で
、

「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」を

作
る
予
定
と
の
答
弁
だ
っ
た
。
そ
の
具
体
的

な
人
員
配
置
や
事
業
の
内
容
は
。

Q

多
胎
児
家
庭
を
対
象
に
産
前
産
後

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
金
に
つ

い
て
助
成
を
し
て
い
る
。
多
子
世
帯
に
対
す

る
事
業
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
第
２
子
以
降

の
保
育
料
の
無
償
化
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
補
助
と
し
て
、
２
人
以

上
を
預
け
る
場
合
は
、
利
用
料
金
が
半
額
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
、
来
年
度
に
向
け
て
枠

配
分
の
中
で
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

A

多
胎
児
家
庭
へ
の
支
援
に

つ
い
て多

胎
児
家
庭
へ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
お
よ
び
一

時
預
か
り
事
業
の
利
用
料
金
の
補
助
の
考

え
は
。

Q

討
議
の
焦
点

保
育
士
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

会
計
年
度
任
用
職
員
の
制
度
が
、

本
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
臨
時

職
員
で
あ
っ
た
保
育
士
へ
の
処
遇
改
善
に
つ

な
が
る
と
の
説
明
だ
っ
た
が
、
有
給
休
暇
の

一
部
が
無
給
に
な
っ
た
と
も
聞
い
て
い
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
は
。

Q
休
暇
に
つ
い
て
、
人
事
院
規
則
に

準
じ
て
10
種
類
の
有
給
の
特
別
休

暇
と
12
種
類
の
無
給
の
特
別
休
暇
を
規
定
し

て
い
る
。
昨
年
度
ま
で
は
、
年
次
有
給
休
暇

の
ほ
か
、
６
種
類
の
有
給
の
特
別
休
暇
を
規

定
し
て
い
た
が
、
会
計
年
度
任
用
職
員
と

な
っ
た
今
年
度
か
ら
は
、
子
の
看
護
休
暇
、

短
期
介
護
休
暇
な
ら
び
に
傷
病
休
暇
が
、
有

給
か
ら
無
給
と
な
っ
て
い
る
。

　
休
暇
に
つ
い
て
は
、
種
類
が
大
幅
に
増
え

た
こ
と
で
、
職
員
の
休
暇
取
得
の
選
択
肢
が

拡
大
し
て
い
る
。
昨
年
度
ま
で
は
10
日
だ
っ

A

た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
が
、
勤
務
年
数
に

応
じ
加
算
さ
れ
、
最
大
で
20
日
に
な
る
と
と

も
に
、
前
年
度
に
付
与
さ
れ
た
休
暇
を
翌
年

度
に
繰
り
越
せ
る
な
ど
、
年
次
有
給
休
暇
の

取
得
可
能
日
数
は
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
育

児
休
業
制
度
が
適
用
さ
れ
る
。

　
給
与
面
は
、
常
勤
職
員
と
の
均
衡
を
図
る

制
度
の
主
旨
を
踏
ま
え
、
報
酬
単
価
の
引
上

げ
や
各
種
手
当
等
を
支
給
す
る
こ
と
で
、
全

て
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
年
間
報
酬
額

が
、昨
年
度
に
比
べ
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

躍進会
花輪 幸長 議員

躍進会
花輪 幸長 議員

せん孔細菌病により被害を受けた桃

公明党
河野 木綿子 議員

公明党
河野 木綿子 議員

●
そ
の
他
の
質
問

・
コ
ロ
ナ
禍
の
マ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ル
ー
お
よ
び

　産
後
う
つ
対
策
に
つ
い
て

・
保
育
士
へ
の
慰
労
金
支
給
に
つ
い
て

・
若
者
世
帯
定
住
支
援
奨
励
金
事
業
の
対
象

　年
齢
引
き
上
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に
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い
て
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高
尾
地
区
へ
の
堆
肥
化
施
設

建
設
計
画
に
つ
い
て

堆
肥
化
施
設
建
設
計
画
の
許
認
可
に

関
す
る
山
梨
県
と
市
の
対
応
状
況
は
。

Q
山
梨
県
と
事
業
者
と
の
事
前
の
打

合
せ
段
階
で
あ
り
、
書
類
の
受
理

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
市
は
、
事
業
者
に
対

し
、
高
尾
地
区
と
の
合
意
形
成
と
隣
接
地
区

へ
の
説
明
会
の
開
催
を
求
め
る
内
容
を
９
月

23
日
に
通
知
し
て
い
る
。

A
高
尾
地
区
や
周
辺
地
域
と
合
意
に

至
ら
な
か
っ
た
場
合
、
計
画
は
ど

う
な
る
の
か
。

Q
裁
判
事
例
も
出
て
い
る
が
、
法
令

に
違
反
し
な
け
れ
ば
問
題
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。

A
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
第
３
波
が
猛

威
を
振
る
っ
て
お
り
、
感
染
者
は
増
加
し

続
け
、
一
旦
は
動
き
出
し
た
経
済
活
動

も
、
再
び
停
滞
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
状
況

に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
自
主
財
源
の
確
保

と
歳
出
削
減
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
自
主
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
企
業

A

討
議
の
焦
点

８
月
に
高
尾
地
区
に
隣
接
す
る
３
自

治
会
よ
り
市
に
対
し
計
画
に
反
対
す

る
旨
の
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
市

は
地
域
住
民
の
想
い
に
ど
う
応
え
る
の
か
。

Q
８
月
３
日
に
、「
平
岡
地
区
」、「
上

宮
地
地
区
」、「
曲
輪
田
地
区
」の
自

治
会
よ
り
同
意
が
で
き
な
い
旨
の
陳
情
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
施
設
自

体
の
建
設
に
反
対
で
あ
る
こ
と
や
環
境
問

題
へ
の
不
安
等
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
と

し
て
非
常
に
危
惧
し
て
い
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
市
と
し
て
は
、
合
意
形
成
地
区

と
陳
情
が
あ
っ
た
地
区
だ
け
で
な
く
、
近

隣
の
地
区
に
つ
い
て
も
、
十
分
な
配
慮
が

必
要
と
考
え
、
事
業
者
に
対
し
住
民
に
不

安
を
与
え
な
い
事
業
展
開
を
求
め
、
状
況

に
応
じ
て
、
環
境
保
全
等
に
対
す
る
協
定

書
の
締
結
を
求
め
て
い
く
。

A

主
権
者
教
育
を
生
涯
学
習
の
一
つ

と
位
置
付
け
て
、
地
域
・
学
校
・

行
政
・
議
会
が
協
働
し
て
取
り
組
む
必
要

性
を
強
く
感
じ
て
い
る
が
、
市
の
考
え
は
。

Q
主
権
者
教
育
は
、
政
治
や
選
挙
の

仕
組
み
に
つ
い
て
学
ぶ
だ
け
で
な

く
、
社
会
の
問
題
を
自
ら
考
え
判
断
し
、

主
体
的
に
行
動
す
る
主
権
者
を
育
て
る
こ

と
が
目
的
で
あ
り
、
小
学
生
の
年
代
か
ら

大
人
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
取
り
組
む
べ
き

教
育
で
あ
る
。
高
齢
化
が
進
み
、
生
涯
を

通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ぶ
機
会
が

多
く
あ
る
中
で
、
主
権
者
教
育
の
取
り
組

み
を
生
涯
学
習
講
座
等
に
組
み
入
れ
、
主

権
者
の
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

A 主
権
者
教
育
と
生
涯
学
習
の

在
り
方
に
つ
い
て

主
権
者
教
育
と
生
涯
学
習
の
在
り

方
に
つ
い
て
の
市
の
見
解
は
。

Q
こ
れ
か
ら
の
主
権
者
教
育
は
、
市

が
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
て
き
た
事

業
だ
け
で
な
く
、
地
域
で
の
座
談
会
や
議
場

の
活
用
な
ど
、
地
域
、
学
校
、
議
会
お
よ
び

行
政
が
一
体
と
な
り
、
社
会
全
体
と
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
改
め
て
認
識

し
て
い
る
。

A

令
和
３
年
度
の
行
政
経
営
方
針

や
予
算
編
成
方
針
を
踏
ま
え
た

財
政
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
の
南
ア
ル
プ
ス
市
行

政
経
営
方
針
や
予
算
編
成
方
針
で

は
、
第
２
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る「
魅
力
あ

る
地
域
資
源
を
活
か
し
た
自
立
の
ま
ち
」を

実
現
す
る
と
し
た
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　一
方
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」の
蔓
延

に
よ
り
、
地
域
の
産
業
経
済
や
市
民
生
活
も

大
き
く
制
限
さ
れ
て
、
先
行
き
不
透
明
な
閉

塞
し
た
日
々
に
あ
る
中
で
、
未
だ
に
解
決
の

兆
し
は
見
え
ず
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
呼
ば
れ

る
よ
う
な「
新
た
な
生
活
様
式
」に
対
応
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
本
市
の
財
政

は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
大
幅
な
歳
入
減

を
予
測
し
て
、
歳
出
拡
大
へ
の
注
意
喚
起
が

な
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、ど
の
よ
う
な「
ま

ち
づ
く
り
」を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

Q

討
議
の
焦
点

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
ま
ち
づ
く
り

（
防
疫
都
市
）に
つ
い
て

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
、
日

常
生
活
の
継
続
と
産
業
経
済（
農
業

を
含
め
て
）を
両
立
さ
せ
た
市
民
向
け
の

「
新
た
な
生
活
様
式
」の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

必
要
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て
は
、
山
梨
県
内
に
お
い
て

も
、
12
月
３
日
に
は
、
１
日
に
19
人
の
感

染
者
が
発
生
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
感
染
拡
大
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
引

き
続
き
、
３
密
を
避
け
た
「
新
し
い
生
活

様
式
」
の
実
践
に
よ
り
、
感
染
防
止
対
策

を
、
な
お
一
層
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
状
況
下
に
お
い
て
、

感
染
拡
大
防
止
を
図
る
中
で
、
日
常
生
活

A 誘
致
や
観
光
振
興
な
ど
、
本
市
の
将
来
に

大
き
く
寄
与
す
る
施
策
に
重
点
を
置
き
、

安
定
し
た
財
政
基
盤
の
構
築
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
歳
出
削
減
で
は
、
徹
底
的
な
事
務
事
業

の
見
直
し
と
、
職
員
資
質
の
向
上
に
努

め
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
最
大
の
効

果
が
発
揮
で
き
る
行
政
運
営
を
目
指
し
て

い
く
。

を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
か
ら
示

さ
れ
た「
新
し
い
生
活
様
式
」を
実
践
例
と

し
、「
一
人
ひ
と
り
の
基
本
的
感
染
対
策
」

「
日
常
生
活
を
営
む
上
で
の
基
本
的
生
活

様
式
」「
日
常
生
活
の
各
場
面
別
の
生
活

様
式
」「
働
き
方
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
」

を
国
・
県
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
強
く
考
え
て

い
る
。

　
現
在
の
状
況
を
鑑
み
、
ま
ず
、
感
染
防

止
対
策
に
注
力
す
る
と
と
も
に
、
国
・
県

で
示
し
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
、
対
策

に
沿
っ
て
、
市
民
へ
の
周
知
を
徹
底
し
て

い
き
た
い
。
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堆肥化施設建設計画の是非を、市に再度問う
 ➡ 県が許可権者であり市には計画を白紙に戻す権限はない。
　  地域への説明は丁寧に行う。

主権者教育を生涯学習の一つに位置付ける考えは
 ➡ 主権者を育てるという共通点がある。
　  それぞれの活動の発展を支えていく。

コロナ禍による大幅な歳入減を予測しているが
どのように対応するのか
 ➡ 限られた財源の中で、
　  最大の効果が発揮できる行政運営を目指す。

新たな生活様式のガイドラインの必要性を
どのように考えているか
 ➡ 国・県と一体となって取り組んでいくことが重要である。

建
設
計
画
に
対
し「
民
間
の
自
由
な

経
済
活
動
で
現
行
法
令
に
則
し
た

計
画
で
あ
る
。
県
が
許
可
権
者
で
あ
り
、
市

と
し
て
計
画
を
白
紙
に
戻
す
権
限
は
な
い
」

と
の
市
の
認
識
に
変
化
は
な
い
か
。

Q
市
の
認
識
に
変
化
は
な
い
。
市
は
、

伝
統
あ
る
穂
見
神
社
が
存
置
す
る
高

尾
地
区
に
、
堆
肥
化
処
理
施
設
が
建
設
さ
れ
る

こ
と
に
対
し
、
必
要
に
応
じ
て
地
域
に
出
向
き

市
の
対
応
を
説
明
し
て
い
る
。
事
業
者
に
対
し

て
は
、
関
係
地
域
へ
の
詳
細
な
事
業
説
明
を
実

施
す
る
よ
う
強
く
指
導
し
て
市
民
に
不
安
を
与

え
な
い
事
業
展
開
を
求
め
て
い
く
。
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高
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施
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堆
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求
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内
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９
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23
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反
し
な
け
れ
ば
問
題
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。

A
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
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猛
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滞
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。
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取
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。
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A

討
議
の
焦
点
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３
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反
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反
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あ
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付
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取
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取
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と
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 ➡ 県が許可権者であり市には計画を白紙に戻す権限はない。
　  地域への説明は丁寧に行う。

主権者教育を生涯学習の一つに位置付ける考えは
 ➡ 主権者を育てるという共通点がある。
　  それぞれの活動の発展を支えていく。

コロナ禍による大幅な歳入減を予測しているが
どのように対応するのか
 ➡ 限られた財源の中で、
　  最大の効果が発揮できる行政運営を目指す。

新たな生活様式のガイドラインの必要性を
どのように考えているか
 ➡ 国・県と一体となって取り組んでいくことが重要である。

建
設
計
画
に
対
し「
民
間
の
自
由
な

経
済
活
動
で
現
行
法
令
に
則
し
た

計
画
で
あ
る
。
県
が
許
可
権
者
で
あ
り
、
市

と
し
て
計
画
を
白
紙
に
戻
す
権
限
は
な
い
」

と
の
市
の
認
識
に
変
化
は
な
い
か
。

Q
市
の
認
識
に
変
化
は
な
い
。
市
は
、

伝
統
あ
る
穂
見
神
社
が
存
置
す
る
高

尾
地
区
に
、
堆
肥
化
処
理
施
設
が
建
設
さ
れ
る

こ
と
に
対
し
、
必
要
に
応
じ
て
地
域
に
出
向
き

市
の
対
応
を
説
明
し
て
い
る
。
事
業
者
に
対
し

て
は
、
関
係
地
域
へ
の
詳
細
な
事
業
説
明
を
実

施
す
る
よ
う
強
く
指
導
し
て
市
民
に
不
安
を
与

え
な
い
事
業
展
開
を
求
め
て
い
く
。

A

2014年にユネスコエコパークに登録
本市は自然と共生したまちづくりを進めている

南アルプスユネスコエコパーク
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一 般 質 問

希望する保育所に
入所できる
体制作りは

希
望
す
る
保
育
所
に
入
所
で
き
な

い
児
童
数
を
令
和
６
年
度
に
は
ゼ

ロ
に
す
る
目
標
で
あ
る
が
、
達
成
に
向
け
た

取
り
組
み
は
。

Q
本
年
度
、
希
望
保
育
所
に
入
所
で

き
な
い
事
例
は
３
歳
未
満
児
に
発

生
し
、
16
人
が
入
所
辞
退
し
た
。
一
方
、
保

育
士
３
名
を
増
員
し
た
こ
と
に
よ
り
、
兄
弟

で
別
々
の
保
育
所
に
通
う
人
数
は
19
名
か
ら

４
名
と
改
善
さ
れ
た
。
ま
た
、
公
立
保
育
所

で
最
も
古
く
、
児
童
数
も
増
加
し
狭
く
て
ゆ

と
り
が
な
い
若
草
保
育
所
は
、
建
設
す
る
方

向
で
希
望
に
沿
え
る
体
制
と
し
て
い
く
。

A 待
機
児
童
完
全
ゼ
ロ
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

道路の持つ力を
借りながら…

鏡
中
条
橋
に
つ
い
て
は
、
県
土
整

備
部
長
か
ら
、
検
討
委
員
会
を
今

年
度
中
に
立
ち
上
げ
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い

て
い
る
。
今

の
鏡
中
条
橋

の
北
の
方
か

ら
昭
和
町
の

飯
喰
に
つ
な

げ
る
コ
ー
ス

が
検
討
さ
れ

る
。 A

南
ア
ル
プ
ス
市
国
土
強
靭
化
地
域

計
画
を
策
定
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

本
市
の
道
路
、
橋
梁
整
備
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
な
が
ら
織
り
込
ん
で
ゆ
く
の
か
。

Q
本
市
の
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
は
、

国
の
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
と
の
調

和
を
保
ち
、
山
梨
県
強
靱
化
計
画
と
連
携
を

図
る
中
で
、
人
命
の
保
護
、
市
民
の
財
産
お

よ
び
公
共
施
設
に
係
る
被
害
の
最
小
化
、
社

会
の
重
要
な
機
能
の
維
持
、
迅
速
な
復
旧
復

興
を
基
本
目
標
に
掲
げ
て
、
計
画
策
定
に
向

け
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
。

A 地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
る
た
め
に

釜
無
川
左
岸
の
盆
地
中
央
部
と
本

市
中
心
部
を
結
ぶ
ル
ー
ト
は
、
防

災
の
観
点
か
ら
も
必
要
と
考
え
る
が
検
討
さ

れ
て
い
る
の
か
。

Q
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
な
の

か
。
鏡
中
条
橋
に
代
わ
る
も
の
と

考
え
て
よ
い
か
。

Q
左
岸
と
右
岸
を
結
ぶ
橋
梁
に
つ
い

て
は
、
生
活
道
路
だ
け
で
な
く
、

中
部
横
断
自
動
車
道
の
全
線
開
通
を
見
据
え

て
、
南
ア
ル
プ
ス
市
お
よ
び
周
辺
地
域
に
お

け
る
新
た
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と

い
う
認
識
の
下
、
早
期
に
整
備
が
必
要
だ
と

担
当
部
局
で
は
考
え
て
い
る
。

A
増
え
続
け
て
い
る
３
歳
未
満
児
の
入

所
に
は
、
保
育
士
を
採
用
し
適
所
に

A

質問の主題質問の主題

市政のここを聞く！
代表質問と一般質問の映像をご視聴いただけます。

配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。
市

内
で
は
、
受
入
児
童
の
増
員
を
予
定
し
施
設

を
拡
張
す
る
民
間
保
育
所
、
ま
た
、
認
可
外

か
ら
小
規
模
保
育
施
設
へ
移
行
し
３
歳
未
満

児
の
受
け
入
れ
を
始
め
た
施
設
も
あ
る
。

　
今
後
も
市
内
保
育
施
設
全
体
で
、
保
育
の
質

を
落
と
す
こ
と
の
な
い
よ
う
相
互
に
連
携
し
保

護
者
の
希
望
に
沿
う
体
制
を
推
進
し
て
い
く
。

特
に
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
の
入
所

受
け
入
れ
体
制
の
確
立
が
急
務
と

考
え
る
が
。

Q

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

介
護
施
設
、
障
が
い
者
施
設
、
医

療
機
関
、
保
育
所
、
学
校
な
ど
の

機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ

い
て
、
市
の
所
見
は
。

Q
現
在
、
第
３
波
を
迎
え
、
山
梨
県

内
で
も
感
染
が
拡
大
し
、
接
触
者

に
対
し
て
の
行
政
検
査
も
増
え
て
き
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
特
に
各
施
設

職
員
を
対
象
と
し
た
社
会
的
検
査
に
つ
い

て
は
、
一
度
実
施
す
れ
ば
良
い
も
の
で
は

な
く
、
継
続
的
か
つ
連
続
的
な
検
査
が
必

要
と
な
り
、
検
体
を
採
取
す
る
医
師
を
含

め
た
人
的
配
置
、
検
査
機
関
の
受
け
入
れ

体
制
な
ど
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
独
自
で
取
り
組
む
こ
と
は
困
難
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

A
医
療
現
場
独
力
で
の
コ
ロ
ナ
感
染

防
止
対
策
に
は
限
界
が
あ
る
。
年

末
年
始
の
混
雑
時
に
向
け
た
地
域
医
療
対
策

に
つ
い
て
、
市
の
所
見
は
。

Q
発
熱
等
に
お
け
る
検
温
や
誘
導
に
関

し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
で

対
応
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
年
末
年
始
の
医

師
の
診
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
例
年
よ
り
協

力
体
制
を
よ
り
強
固
に
す
る
た
め
、
市
内
救

急
医
療
対
応
病
院
へ
中
巨
摩
医
師
会
か
ら
医

師
を
派
遣
し
、
診
察
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ

A

５
月
下
旬
に
緊
急
事
態
宣
言
が
解

除
さ
れ
、
市
内
の
小
中
学
校
で
は
、

感
染
防
止
対
策
に
十
分
注
意
を
払
い
、
新
た

な
生
活
様
式
の
中
で
再
開
し
て
い
る
の
で
、

給
食
費
の
無
償
化
は
９
月
を
も
っ
て
終
了

し
、
10
月
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
給
食
費

を
徴
収
し
て
い
る
。

　
現
在
、
第
３
波
に
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
罹
患
が
増
加
し
て
い
る
傾
向

で
は
あ
る
が
、
児
童
手
当
受
給
者
へ
の
給
付

金
や
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
へ
の
給
付
金

な
ど
、
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
を
講
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
給
食
費
の
無
償
化
は
予
定
し

て
い
な
い
。

A

年
末
年
始
の
生
活
困
窮
者
等
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
市
の
所
見
は
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
今
年
は
例
年
以
上
に
相

談
が
寄
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
一
時
的
に
宿
泊
場
所
な
ど
を
提
供
す
る
一

時
生
活
支
援
事
業
や
緊
急
食
糧
支
援
等
は
、

年
間
を
通
じ
て
利
用
で
き
る
体
制
を
整
え
、

急
迫
す
る
案
件
に
つ
い
て
は
、
迅
速
に
対
応

す
る
た
め
に
庁
内
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　
年
末
年
始
の
閉
庁
中
、
市
の
代
表
電
話
で

宿
日
直
に
連
絡
が
入
っ
て
も
、
職
員
に
連
絡

が
通
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

A

討
議
の
焦
点

６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
市
は「
学

校
給
食
費
の
無
償
化
の
期
間
延
期

は
、
今
後
の
状
況
を
見
極
め
判
断
を
し
て
い

く
」と
し
て
い
る
。
感
染
が
拡
大
し
て
い
る

現
在
、
給
食
費
無
償
化
を
再
度
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
所
見
は
。

Q

て
い
る
。

　
加
え
て
、
今
年
度
は
、
感
染
症
に
対
応
す

る
医
師
が
、
そ
の
診
療
に
集
中
で
き
る
よ
う

眼
科
医
も
病
院
へ
常
駐
し
て
も
ら
え
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
対
応
に
よ
り
、
年
末
年
始
に
お

い
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
適
切
な
医

療
が
提
供
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

日本共産党南アルプス市議団
松野 昇平 議員

日本共産党南アルプス市議団
松野 昇平 議員

無症状者も含めた PCR 検査体制を
 ➡ 第３波で行政検査が増えている中、
　  社会的検査を実施することは、市単独では困難。

年末年始の生活困窮者等への対応は充分か
 ➡ 市の代表電話で宿日直に連絡が入っても、
　  職員に連絡が通じるようになっている。

第 3 波の下、給食費無償化の再開を
 ➡ 給食費の無償化は予定していない。
　  感染防止対策に十分注意を払っていく。

●
そ
の
他
の
質
問

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
や
保
育
施
設

　の
調
理
員
に
も
慰
労
金
の
支
給
を

▶
市
で
全
戸
配
布
し
た
発
熱
時
の
相
談
体
制
の
チ
ラ
シ

新政南アルプス
三木 充 議員
新政南アルプス
三木 充 議員

●
そ
の
他
の
質
問

・
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
に
つ
い
て

●
そ
の
他
の
質
問

・「
バ
イ
・
ふ
じ
の
く
に
」交
流
事
業
に
つ
い
て

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
さ
ら
な
る
利
用
促

　進
策
に
つ
い
て

・
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
す
る
高
齢
者
へ

　の
支
援
策
に
つ
い
て

本市と中央市を結ぶ鏡中条橋

新政南アルプス
村松 三千雄 議員
新政南アルプス
村松 三千雄 議員

市内公立保育所で最も古い若草保育所
建て替えが計画されている
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一 般 質 問

希望する保育所に
入所できる
体制作りは

希
望
す
る
保
育
所
に
入
所
で
き
な

い
児
童
数
を
令
和
６
年
度
に
は
ゼ

ロ
に
す
る
目
標
で
あ
る
が
、
達
成
に
向
け
た

取
り
組
み
は
。

Q
本
年
度
、
希
望
保
育
所
に
入
所
で

き
な
い
事
例
は
３
歳
未
満
児
に
発

生
し
、
16
人
が
入
所
辞
退
し
た
。
一
方
、
保

育
士
３
名
を
増
員
し
た
こ
と
に
よ
り
、
兄
弟

で
別
々
の
保
育
所
に
通
う
人
数
は
19
名
か
ら

４
名
と
改
善
さ
れ
た
。
ま
た
、
公
立
保
育
所

で
最
も
古
く
、
児
童
数
も
増
加
し
狭
く
て
ゆ

と
り
が
な
い
若
草
保
育
所
は
、
建
設
す
る
方

向
で
希
望
に
沿
え
る
体
制
と
し
て
い
く
。

A 待
機
児
童
完
全
ゼ
ロ
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

道路の持つ力を
借りながら…

鏡
中
条
橋
に
つ
い
て
は
、
県
土
整

備
部
長
か
ら
、
検
討
委
員
会
を
今

年
度
中
に
立
ち
上
げ
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い

て
い
る
。
今

の
鏡
中
条
橋

の
北
の
方
か

ら
昭
和
町
の

飯
喰
に
つ
な

げ
る
コ
ー
ス

が
検
討
さ
れ

る
。 A

南
ア
ル
プ
ス
市
国
土
強
靭
化
地
域

計
画
を
策
定
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

本
市
の
道
路
、
橋
梁
整
備
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
な
が
ら
織
り
込
ん
で
ゆ
く
の
か
。

Q
本
市
の
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
は
、

国
の
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
と
の
調

和
を
保
ち
、
山
梨
県
強
靱
化
計
画
と
連
携
を

図
る
中
で
、
人
命
の
保
護
、
市
民
の
財
産
お

よ
び
公
共
施
設
に
係
る
被
害
の
最
小
化
、
社

会
の
重
要
な
機
能
の
維
持
、
迅
速
な
復
旧
復

興
を
基
本
目
標
に
掲
げ
て
、
計
画
策
定
に
向

け
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
。

A 地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
る
た
め
に

釜
無
川
左
岸
の
盆
地
中
央
部
と
本

市
中
心
部
を
結
ぶ
ル
ー
ト
は
、
防

災
の
観
点
か
ら
も
必
要
と
考
え
る
が
検
討
さ

れ
て
い
る
の
か
。

Q
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
な
の

か
。
鏡
中
条
橋
に
代
わ
る
も
の
と

考
え
て
よ
い
か
。

Q
左
岸
と
右
岸
を
結
ぶ
橋
梁
に
つ
い

て
は
、
生
活
道
路
だ
け
で
な
く
、

中
部
横
断
自
動
車
道
の
全
線
開
通
を
見
据
え

て
、
南
ア
ル
プ
ス
市
お
よ
び
周
辺
地
域
に
お

け
る
新
た
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と

い
う
認
識
の
下
、
早
期
に
整
備
が
必
要
だ
と

担
当
部
局
で
は
考
え
て
い
る
。

A
増
え
続
け
て
い
る
３
歳
未
満
児
の
入

所
に
は
、
保
育
士
を
採
用
し
適
所
に

A

質問の主題質問の主題

市政のここを聞く！
代表質問と一般質問の映像をご視聴いただけます。

配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。
市

内
で
は
、
受
入
児
童
の
増
員
を
予
定
し
施
設

を
拡
張
す
る
民
間
保
育
所
、
ま
た
、
認
可
外

か
ら
小
規
模
保
育
施
設
へ
移
行
し
３
歳
未
満

児
の
受
け
入
れ
を
始
め
た
施
設
も
あ
る
。

　
今
後
も
市
内
保
育
施
設
全
体
で
、
保
育
の
質

を
落
と
す
こ
と
の
な
い
よ
う
相
互
に
連
携
し
保

護
者
の
希
望
に
沿
う
体
制
を
推
進
し
て
い
く
。

特
に
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
の
入
所

受
け
入
れ
体
制
の
確
立
が
急
務
と

考
え
る
が
。

Q

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

介
護
施
設
、
障
が
い
者
施
設
、
医

療
機
関
、
保
育
所
、
学
校
な
ど
の

機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ

い
て
、
市
の
所
見
は
。

Q
現
在
、
第
３
波
を
迎
え
、
山
梨
県

内
で
も
感
染
が
拡
大
し
、
接
触
者

に
対
し
て
の
行
政
検
査
も
増
え
て
き
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
特
に
各
施
設

職
員
を
対
象
と
し
た
社
会
的
検
査
に
つ
い

て
は
、
一
度
実
施
す
れ
ば
良
い
も
の
で
は

な
く
、
継
続
的
か
つ
連
続
的
な
検
査
が
必

要
と
な
り
、
検
体
を
採
取
す
る
医
師
を
含

め
た
人
的
配
置
、
検
査
機
関
の
受
け
入
れ

体
制
な
ど
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
独
自
で
取
り
組
む
こ
と
は
困
難
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

A
医
療
現
場
独
力
で
の
コ
ロ
ナ
感
染

防
止
対
策
に
は
限
界
が
あ
る
。
年

末
年
始
の
混
雑
時
に
向
け
た
地
域
医
療
対
策

に
つ
い
て
、
市
の
所
見
は
。

Q
発
熱
等
に
お
け
る
検
温
や
誘
導
に
関

し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
で

対
応
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
年
末
年
始
の
医

師
の
診
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
例
年
よ
り
協

力
体
制
を
よ
り
強
固
に
す
る
た
め
、
市
内
救

急
医
療
対
応
病
院
へ
中
巨
摩
医
師
会
か
ら
医

師
を
派
遣
し
、
診
察
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ

A

５
月
下
旬
に
緊
急
事
態
宣
言
が
解

除
さ
れ
、
市
内
の
小
中
学
校
で
は
、

感
染
防
止
対
策
に
十
分
注
意
を
払
い
、
新
た

な
生
活
様
式
の
中
で
再
開
し
て
い
る
の
で
、

給
食
費
の
無
償
化
は
９
月
を
も
っ
て
終
了

し
、
10
月
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
給
食
費

を
徴
収
し
て
い
る
。

　
現
在
、
第
３
波
に
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
罹
患
が
増
加
し
て
い
る
傾
向

で
は
あ
る
が
、
児
童
手
当
受
給
者
へ
の
給
付

金
や
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
へ
の
給
付
金

な
ど
、
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
を
講
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
給
食
費
の
無
償
化
は
予
定
し

て
い
な
い
。

A

年
末
年
始
の
生
活
困
窮
者
等
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
市
の
所
見
は
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
今
年
は
例
年
以
上
に
相

談
が
寄
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
一
時
的
に
宿
泊
場
所
な
ど
を
提
供
す
る
一

時
生
活
支
援
事
業
や
緊
急
食
糧
支
援
等
は
、

年
間
を
通
じ
て
利
用
で
き
る
体
制
を
整
え
、

急
迫
す
る
案
件
に
つ
い
て
は
、
迅
速
に
対
応

す
る
た
め
に
庁
内
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　
年
末
年
始
の
閉
庁
中
、
市
の
代
表
電
話
で

宿
日
直
に
連
絡
が
入
っ
て
も
、
職
員
に
連
絡

が
通
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

A

討
議
の
焦
点

６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
市
は「
学

校
給
食
費
の
無
償
化
の
期
間
延
期

は
、
今
後
の
状
況
を
見
極
め
判
断
を
し
て
い

く
」と
し
て
い
る
。
感
染
が
拡
大
し
て
い
る

現
在
、
給
食
費
無
償
化
を
再
度
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
所
見
は
。

Q

て
い
る
。

　
加
え
て
、
今
年
度
は
、
感
染
症
に
対
応
す

る
医
師
が
、
そ
の
診
療
に
集
中
で
き
る
よ
う

眼
科
医
も
病
院
へ
常
駐
し
て
も
ら
え
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
対
応
に
よ
り
、
年
末
年
始
に
お

い
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
適
切
な
医

療
が
提
供
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

日本共産党南アルプス市議団
松野 昇平 議員

日本共産党南アルプス市議団
松野 昇平 議員

無症状者も含めた PCR 検査体制を
 ➡ 第３波で行政検査が増えている中、
　  社会的検査を実施することは、市単独では困難。

年末年始の生活困窮者等への対応は充分か
 ➡ 市の代表電話で宿日直に連絡が入っても、
　  職員に連絡が通じるようになっている。

第 3 波の下、給食費無償化の再開を
 ➡ 給食費の無償化は予定していない。
　  感染防止対策に十分注意を払っていく。

●
そ
の
他
の
質
問

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
や
保
育
施
設

　の
調
理
員
に
も
慰
労
金
の
支
給
を

▶
市
で
全
戸
配
布
し
た
発
熱
時
の
相
談
体
制
の
チ
ラ
シ

新政南アルプス
三木 充 議員
新政南アルプス
三木 充 議員

●
そ
の
他
の
質
問

・
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
に
つ
い
て

●
そ
の
他
の
質
問

・「
バ
イ
・
ふ
じ
の
く
に
」交
流
事
業
に
つ
い
て

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
さ
ら
な
る
利
用
促

　進
策
に
つ
い
て

・
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
す
る
高
齢
者
へ

　の
支
援
策
に
つ
い
て

本市と中央市を結ぶ鏡中条橋

新政南アルプス
村松 三千雄 議員
新政南アルプス
村松 三千雄 議員

市内公立保育所で最も古い若草保育所
建て替えが計画されている
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一 般 質 問

新政南アルプス
保坂 健 議員
新政南アルプス
保坂 健 議員

不要となった
下水処理場施設の
活用は

自殺防止に対する
平田橋の改良は

市
に
は
小
規
模
下
水
処
理
場
と
し

て
、
５
カ
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ン
ト
と
２
カ
所
の
フ
レ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン

ト
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
フ
レ
ッ
ク
ス
プ
ラ

ン
ト
は
２
カ
所
と
も
に
平
成
20
年
と
平
成

26
年
に
広
域
下
水
道
に
接
続
さ
れ
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
も
平
成
22
年
と
平

成
26
年
に
２
カ
所
接
続
さ
れ
て
い
る
。
不

要
と
な
っ
た
こ
れ
ら
の
施
設
は
ど
う
す
る

の
か
。

Q
公
共
下
水
道
の
接
続
に
よ
り
、
稼

働
を
終
え
た
施
設
の
跡
地
活
用
に

A
広
域
農
道
に
あ
る
平
田
橋
か
ら
の

自
殺
者
が
急
増
し
、
す
で
に
７
名

の
自
殺
者
と
な
っ
て
い
る
。
周
囲
の
住
民
か

ら
防
止
柵
等
の
検
討
要
請
が
出
さ
れ
て
い
る

が
、
取
り
組
み
状
況
は
。

Q
構
造
上
は
問
題
が
無
い
と
し
て
も
、

自
殺
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
事

実
で
あ
り
、
こ
れ
を
市
と
し
て
は
ど
う
捉
え

Q

虐待ゼロを
めざして、
発生予防、
早期発見

環境教育と
人材育成こそ
理念の根幹

こ
の
啓
発
を
市
民
全
体
に
広
報
す

る
市
の
体
制
は
。

Q
本
市
で
は
、
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
へ
の
掲
載
の
ほ
か
、
虐
待
防

止
啓
発
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
に

よ
り
、
年
間
を
通
じ
て
広
く
住
民
の
皆
さ

ま
の
目
に
触
れ
る
よ
う
に
50
カ
所
を
超
え

る
種
々
な
施
設
に
掲
示
を
依
頼
し
啓
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
各
施
設
に
お

い
て
、
虐
待
が
疑
わ
れ
る
事
例
が
あ
る
場

合
は
、
子
育
て
支
援
課
子
育
て
相
談
担
当

A
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
が
、
そ
の

理
念
の
根
幹
に
は「
環
境
教
育
」と

「
人
材
育
成
」が
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。
櫛
形
山
の
中
心
施
設
で
あ
る

「
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖
」の
位
置
づ
け
と
今
後
の

事
業
展
開
は
。

Q

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
登
録
地
と

し
て
、
国
際
的
社
会
貢
献
を
明
示
し

て
い
く
こ
と
は
、
重
要
な
使
命
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

実
施
地
域
と
し
て
表
明
し
て
い
く
考
え
は
。

Q

地
域
の
自
然
を
理
解
す
る
こ
と
は
、

現
状
の
観
光
や
農
業
の
在
り
方
に

つ
い
て
も
把
握
し
、
将
来
に
向
け
た
先
進
的

な
開
発
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
南
伊

A

奈
ヶ
湖
エ
リ
ア
を「
学
び
の
エ
リ
ア
」と
し
、

専
門
ガ
イ
ド
に
よ
る
自
然
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
継
続
し
て
進
め
、
感
受
性
豊
か
な
子
ど
も

た
ち
が
自
然
を
観
て
察
す
る
能
力
を
養
い
、

よ
り
良
い
人
間
形
成
に
つ
な
が
る「
生
き
る

力
の
教
育
」を
実
践
し
て
い
く
。

へ
連
絡
を
い
た
だ

き
、
す
ぐ
対
応
で
き

る
体
制
を
整
え
、
予

防
、
早
期
発
見
に
努

め
て
い
る
。

査
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
11
月

下
旬
に
市
内
全
体
に「
発
熱
し
た
時
の
相
談
体

制
」の
文
書
を
配
布
し
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

て
い
る
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
跡
地

の
活
用
に
つ
い
て

自
殺
防
止
対
策
に
つ
い
て

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
理
念

の
再
確
認
、
お
よ
び
南
ア
ル
プ

ス
エ
コ
パ
ー
ク
関
連
事
業
の
現

状
と
将
来
展
望
に
つ
い
て

児
童
相
談
所
虐
待
対
応

無
料
ダ
イ
ヤ
ル（
１
８
９
）に
つ

い
て

ス
ム
ー
ズ
に
受
診
に
結
び
つ
く
よ
う

に
白
根
徳
洲
会
病
院
、
巨
摩
共
立
病

院
に
協
力
を
い
た
だ
く
中
で
、
相
談
体
制
と
検

A
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
が
重
な
る

時
期
の
市
民
の
不
安
に
対
す
る
支
援
策
は
。

Q 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

平
田
橋
は
、
転
落
防
止
に
対
す
る

設
置
基
準
で
あ
る
高
さ
等
は
確
保

さ
れ
て
お
り
、
構
造
上
転
落
対
策
と
し
て
は

問
題
が
無
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
十
分

な
検
証
を
加
え
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
対
処
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

A

市
で
は
、
工
事
費
等
検
討
を
重
ね

て
き
た
が
、
多
額
な
費
用
と
な
り
、

さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

市
自
殺
対
策
推
進
協
議
会
等
で
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A
山
梨
県
が
事
業
主
体
と
な
り
、
農

地
の
保
全
・
生
産
性
の
向
上
を
目

的
に
実
施
し
て
い
る
。
地
権
者
の
代
表
で
組

織
さ
れ
て
い
る
換
地
委
員
会
の
事
務
局
と
し

A つ
い
て
は
、
現
在
稼
働
中
の
３
施
設
も
含

め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
各
施
設
は
、
面
積
、
位
置
、
施
設
の
内
容
、

老
朽
化
の
状
況
お
よ
び
耐
用
年
数
も
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
か
ら
、
地
元
の
意
向
等
も
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
公
共
施

設
と
し
て
再
配
置
を
見
据
え
る
中
で
、
現

有
施
設
で
の
有
効
活
用
、
建
物
を
解
体
し

た
上
で
の
土
地
活
用
な
ど
、
公
有
財
産
と

し
て
の
取
り
扱
い
に
鑑
み
、
将
来
ど
の
よ

う
な
活
用
を
図
っ
て
い
く
べ
き
か
、
市
関

係
部
署
と
も
十
分
に
協
議
の
上
、
全
施
設

が
稼
働
を
終
え
る
ま
で
に
は
、
方
向
性
を

示
し
て
い
く
。

質問の主題質問の主題質問の主題質問の主題

市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

躍進会
野中 國幹 議員

躍進会
野中 國幹 議員

公明党
齊藤 博明 議員

公明党
齊藤 博明 議員

こ
の
地
の
圃
場
は
、
下
に
集
落
が
あ

り
万
が
一
、
土
砂
災
害
等
に
見
舞
わ

れ
た
ら
、
一
瞬
に
集
落
は
の
み
込
ま
れ
て
し
ま

う
。こ
の
計
画
の
状
況
は
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

Q
災
害
等
に
つ
い
て
も
、
県
・
市
・

換
地
委
員
会
・
参
入
企
業
等
に
よ

り
協
議
を
行

い
、
災
害
等

に
つ
い
て
も

認
識
を
し
な

が
ら
事
業
を

進
め
る
。

A

圃場はサントリー関連会社により
醸造用ぶどうを作る予定

広域下水道に接続し不要となったコミュニティプラント
（白根高南団地浄化センター）

中
野
地
区
の
農
地
環
境
整
備
事
業

に
対
し
、
本
市
と
し
て
ど
の
よ
う

に
係
わ
っ
て
い
る
か
。

Q 農
地
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て

て
、
山
梨
県
と
の
連
絡
調
整
を
図
る
中
で
、

事
業
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

躍進会
北村 千代子 議員

躍進会
北村 千代子 議員

い
ち 

は
や  

く

検
査
結
果
が
市
に
報
告
さ
れ
る
の

で
精
密
検
査
の
未
受
診
者
に
は
適

切
な
時
期
に
受
診
勧
奨
が
で
き
る
。
が
ん
検

診
の
必
要
性
と
と
も
に
、
精
密
検
査
が
未
受

診
と
な
ら
な
い
よ
う
に
広
く
周
知
し
、
早
期

発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な
げ
て
い
く
。

A
本
市
が
実
施
し
て
い
る
各
種
事
業

に
つ
い
て
は
、
公
共
福
祉
の
向
上

を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
17
の
目
標
の
い
ず
れ
か
に
係
る
も
の
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
事
業
に
係
る
主
催
者

や
参
加
者
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
意
義
や
取
り
組
み

を
知
り
、
意
識
し
、
行
動
す
る
こ
と
が
、
持

続
可
能
な
開
発
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
活
動
を
積
極
的

に
進
め
て
い
く
。

A
来
年
度
か
ら
子
宮
頸
が
ん
検
診
の

受
診
結
果
が
医
療
機
関
と
市
町
村

間
で
共
有
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
る
が
、
市
の

対
応
は
。

Q 子
宮
頸
が
ん
対
策
に
つ
い
て

エコパ伊奈ヶ湖にてガイドによる
自然環境プログラムを受ける児童たち
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一 般 質 問

新政南アルプス
保坂 健 議員
新政南アルプス
保坂 健 議員

不要となった
下水処理場施設の
活用は

自殺防止に対する
平田橋の改良は

市
に
は
小
規
模
下
水
処
理
場
と
し

て
、
５
カ
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ン
ト
と
２
カ
所
の
フ
レ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン

ト
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
フ
レ
ッ
ク
ス
プ
ラ

ン
ト
は
２
カ
所
と
も
に
平
成
20
年
と
平
成

26
年
に
広
域
下
水
道
に
接
続
さ
れ
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
も
平
成
22
年
と
平

成
26
年
に
２
カ
所
接
続
さ
れ
て
い
る
。
不

要
と
な
っ
た
こ
れ
ら
の
施
設
は
ど
う
す
る

の
か
。

Q
公
共
下
水
道
の
接
続
に
よ
り
、
稼

働
を
終
え
た
施
設
の
跡
地
活
用
に

A
広
域
農
道
に
あ
る
平
田
橋
か
ら
の

自
殺
者
が
急
増
し
、
す
で
に
７
名

の
自
殺
者
と
な
っ
て
い
る
。
周
囲
の
住
民
か

ら
防
止
柵
等
の
検
討
要
請
が
出
さ
れ
て
い
る

が
、
取
り
組
み
状
況
は
。

Q
構
造
上
は
問
題
が
無
い
と
し
て
も
、

自
殺
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
事

実
で
あ
り
、
こ
れ
を
市
と
し
て
は
ど
う
捉
え

Q

虐待ゼロを
めざして、
発生予防、
早期発見

環境教育と
人材育成こそ
理念の根幹

こ
の
啓
発
を
市
民
全
体
に
広
報
す

る
市
の
体
制
は
。

Q
本
市
で
は
、
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
へ
の
掲
載
の
ほ
か
、
虐
待
防

止
啓
発
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
に

よ
り
、
年
間
を
通
じ
て
広
く
住
民
の
皆
さ

ま
の
目
に
触
れ
る
よ
う
に
50
カ
所
を
超
え

る
種
々
な
施
設
に
掲
示
を
依
頼
し
啓
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
各
施
設
に
お

い
て
、
虐
待
が
疑
わ
れ
る
事
例
が
あ
る
場

合
は
、
子
育
て
支
援
課
子
育
て
相
談
担
当

A
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
が
、
そ
の

理
念
の
根
幹
に
は「
環
境
教
育
」と

「
人
材
育
成
」が
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。
櫛
形
山
の
中
心
施
設
で
あ
る

「
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖
」の
位
置
づ
け
と
今
後
の

事
業
展
開
は
。

Q

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
登
録
地
と

し
て
、
国
際
的
社
会
貢
献
を
明
示
し

て
い
く
こ
と
は
、
重
要
な
使
命
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

実
施
地
域
と
し
て
表
明
し
て
い
く
考
え
は
。

Q

地
域
の
自
然
を
理
解
す
る
こ
と
は
、

現
状
の
観
光
や
農
業
の
在
り
方
に

つ
い
て
も
把
握
し
、
将
来
に
向
け
た
先
進
的

な
開
発
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
南
伊

A

奈
ヶ
湖
エ
リ
ア
を「
学
び
の
エ
リ
ア
」と
し
、

専
門
ガ
イ
ド
に
よ
る
自
然
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
継
続
し
て
進
め
、
感
受
性
豊
か
な
子
ど
も

た
ち
が
自
然
を
観
て
察
す
る
能
力
を
養
い
、

よ
り
良
い
人
間
形
成
に
つ
な
が
る「
生
き
る

力
の
教
育
」を
実
践
し
て
い
く
。

へ
連
絡
を
い
た
だ

き
、
す
ぐ
対
応
で
き

る
体
制
を
整
え
、
予

防
、
早
期
発
見
に
努

め
て
い
る
。

査
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
11
月

下
旬
に
市
内
全
体
に「
発
熱
し
た
時
の
相
談
体

制
」の
文
書
を
配
布
し
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

て
い
る
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
跡
地

の
活
用
に
つ
い
て

自
殺
防
止
対
策
に
つ
い
て

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
理
念

の
再
確
認
、
お
よ
び
南
ア
ル
プ

ス
エ
コ
パ
ー
ク
関
連
事
業
の
現

状
と
将
来
展
望
に
つ
い
て

児
童
相
談
所
虐
待
対
応

無
料
ダ
イ
ヤ
ル（
１
８
９
）に
つ

い
て

ス
ム
ー
ズ
に
受
診
に
結
び
つ
く
よ
う

に
白
根
徳
洲
会
病
院
、
巨
摩
共
立
病

院
に
協
力
を
い
た
だ
く
中
で
、
相
談
体
制
と
検

A
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
が
重
な
る

時
期
の
市
民
の
不
安
に
対
す
る
支
援
策
は
。

Q 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

平
田
橋
は
、
転
落
防
止
に
対
す
る

設
置
基
準
で
あ
る
高
さ
等
は
確
保

さ
れ
て
お
り
、
構
造
上
転
落
対
策
と
し
て
は

問
題
が
無
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
十
分

な
検
証
を
加
え
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
対
処
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

A

市
で
は
、
工
事
費
等
検
討
を
重
ね

て
き
た
が
、
多
額
な
費
用
と
な
り
、

さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

市
自
殺
対
策
推
進
協
議
会
等
で
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A
山
梨
県
が
事
業
主
体
と
な
り
、
農

地
の
保
全
・
生
産
性
の
向
上
を
目

的
に
実
施
し
て
い
る
。
地
権
者
の
代
表
で
組

織
さ
れ
て
い
る
換
地
委
員
会
の
事
務
局
と
し

A つ
い
て
は
、
現
在
稼
働
中
の
３
施
設
も
含

め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
各
施
設
は
、
面
積
、
位
置
、
施
設
の
内
容
、

老
朽
化
の
状
況
お
よ
び
耐
用
年
数
も
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
か
ら
、
地
元
の
意
向
等
も
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
公
共
施

設
と
し
て
再
配
置
を
見
据
え
る
中
で
、
現

有
施
設
で
の
有
効
活
用
、
建
物
を
解
体
し

た
上
で
の
土
地
活
用
な
ど
、
公
有
財
産
と

し
て
の
取
り
扱
い
に
鑑
み
、
将
来
ど
の
よ

う
な
活
用
を
図
っ
て
い
く
べ
き
か
、
市
関

係
部
署
と
も
十
分
に
協
議
の
上
、
全
施
設

が
稼
働
を
終
え
る
ま
で
に
は
、
方
向
性
を

示
し
て
い
く
。

質問の主題質問の主題質問の主題質問の主題

市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

躍進会
野中 國幹 議員

躍進会
野中 國幹 議員

公明党
齊藤 博明 議員

公明党
齊藤 博明 議員

こ
の
地
の
圃
場
は
、
下
に
集
落
が
あ

り
万
が
一
、
土
砂
災
害
等
に
見
舞
わ

れ
た
ら
、
一
瞬
に
集
落
は
の
み
込
ま
れ
て
し
ま

う
。こ
の
計
画
の
状
況
は
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

Q
災
害
等
に
つ
い
て
も
、
県
・
市
・

換
地
委
員
会
・
参
入
企
業
等
に
よ

り
協
議
を
行

い
、
災
害
等

に
つ
い
て
も

認
識
を
し
な

が
ら
事
業
を

進
め
る
。

A

圃場はサントリー関連会社により
醸造用ぶどうを作る予定

広域下水道に接続し不要となったコミュニティプラント
（白根高南団地浄化センター）

中
野
地
区
の
農
地
環
境
整
備
事
業

に
対
し
、
本
市
と
し
て
ど
の
よ
う

に
係
わ
っ
て
い
る
か
。

Q 農
地
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て

て
、
山
梨
県
と
の
連
絡
調
整
を
図
る
中
で
、

事
業
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

躍進会
北村 千代子 議員

躍進会
北村 千代子 議員

い
ち 

は
や  

く

検
査
結
果
が
市
に
報
告
さ
れ
る
の

で
精
密
検
査
の
未
受
診
者
に
は
適

切
な
時
期
に
受
診
勧
奨
が
で
き
る
。
が
ん
検

診
の
必
要
性
と
と
も
に
、
精
密
検
査
が
未
受

診
と
な
ら
な
い
よ
う
に
広
く
周
知
し
、
早
期

発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な
げ
て
い
く
。

A
本
市
が
実
施
し
て
い
る
各
種
事
業

に
つ
い
て
は
、
公
共
福
祉
の
向
上

を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
17
の
目
標
の
い
ず
れ
か
に
係
る
も
の
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
事
業
に
係
る
主
催
者

や
参
加
者
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
意
義
や
取
り
組
み

を
知
り
、
意
識
し
、
行
動
す
る
こ
と
が
、
持

続
可
能
な
開
発
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
活
動
を
積
極
的

に
進
め
て
い
く
。

A
来
年
度
か
ら
子
宮
頸
が
ん
検
診
の

受
診
結
果
が
医
療
機
関
と
市
町
村

間
で
共
有
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
る
が
、
市
の

対
応
は
。

Q 子
宮
頸
が
ん
対
策
に
つ
い
て

エコパ伊奈ヶ湖にてガイドによる
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一 般 質 問

南　風
三枝 守和 議員

南　風
三枝 守和 議員

市の将来像を
意識した
道路整備計画を！

新年度からの
ICT 教育の
進捗状況は

コ
ー
セ
ー
の
工
場
新
設
工
事
の
開

始
に
よ
り
、
生
活
道
路
や
八
田
小

学
校
の
通
学
路
へ
の
工
事
用
車
両
の
横
行
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
市
の
対
応
は
。

Q
小
中
学
校
、
自
治
会
お
よ
び
市
交

通
安
全
協
会
よ
り
要
望
書
を
受
け

て
お
り
、
こ
の
地
域
の
自
動
車
等
の
通
行
量

の
抑
制
や
速
度
規
制
を
行
う
ゾ
ー
ン
30
の
適

用
を
検
討
し
て
い
く
。

A
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
の
導
入
の
設
備
・
教

職
員
の
研
修
等
の
進
捗
状
況
は
。

Q
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
の
研
修
等
の
教
職
員

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
教
職
員

と
生
徒
た
ち
が
共
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
専
門
家

か
ら
学
ぶ
方
法
を
検
討
し
て
は
。

Q
八
田
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
設
置
は
可
能
か
。

Q

納税相談は
市民の命を
最優先に

旧完熟農園
コロナの影響による
スケジュールは

あ
る
市
民
の
方
は
病
院
へ
の
支
払

い
に
困
っ
て
い
た
が
、
窓
口
で
相

談
を
し
て
も
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
。
結
局
、

治
療
費
や
入
院
費
の
支
払
い
を
待
っ
て
も

ら
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
病
院
に
行
け

な
く
な
る
と
心
配
を
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

納
税
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
命
を
軽
く
み
て

い
る
対
応
で
は
な
い
か
。

Q
命
を
軽
く
み
て
い
る
と
い
う
つ
も

り
は
全
く
な
い
。
た
だ
市
民
が
そ

う
い
う
ふ
う
に
捉
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
の

な
ら
ば
、
今
後
は
さ
ら
に
注
意
し
て
、
説
明

等
を
行
っ
て
い
く
よ
う
に
心
が
け
て
い
く
。

A
山
梨
日
日
新
聞
に「
完
熟
農
園
コ
ロ

ナ
で
停
滞
」と
い
う
記
事
が
掲
載
さ

れ
た
。
９
月
定
例
会
で
の
答
弁
で
も「
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
を
踏
ま
え
て
判
断
す
る
。
10
月

に
募
集
を
開
始
し
た
場
合
を
想
定
し
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
概
要
を
示
し
た
」と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。
現
時
点
で
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
考
え
て
い
る
か
。

Q
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
を
受
け
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数

が
一
時
的
に
落
ち
着
き
を
見
せ
、
経
済
活
動

を
後
押
し
す
る
政
策
が
実
施
さ
れ
る
中
、
引

き
続
き
企
業
の
投
資
マ
イ
ン
ド
等
を
注
視

A

し
、
公
募
開
始
の
時
期
を
見
極
め
る
中
で
、

募
集
開
始
後
の
事
業
が
円
滑
に
進
む
よ
う
鋭

意
準
備
を
進
め
て
い
く
。

を
付
け
る
こ
と
。
今
後
必
要
で
あ
れ
ば
専
門

家
に
よ
る
直
接
指
導
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

に
想
定
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
利
用

状
況
や
周
辺
の
土
地
利
用
状
況
の
検
証
を
行

い
事
業
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

わ
か
り
づ
ら
い
」と
の
声
も
あ
る
が
。

コ
ー
セ
ー
工
場
の

周
辺
整
備
に
つ
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
導
入
に
向
け
て

の
整
備
状
況
に
つ
い
て

旧
完
熟
農
園
に
つ
い
て

納
税
相
談
の
対
応
に
つ
い
て

市
と
し
て
も
、
生
活
困
窮
者
に
つ

い
て
は
、
生
活
の
立
て
直
し
が
な

け
れ
ば
、
滞
納
の
解
決
に
つ
な
が
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。
納
税
相
談
の
際
、
相
談
者
が

失
業
等
に
よ
り
生
活
困
窮
状
況
に
あ
る
場
合

は
、
福
祉
総
合
相
談
課
と
連
携
し
、
再
建
に

向
け
た
相
談
に
つ
な
げ
て
い
る
。
生
活
に
困

難
を
抱
え
る
市
民
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
議
を

生
か
し
て
支
援
し
て
い
く
。

A

生
活
苦
か
ら
滞
納
に
な
っ
て
い
る

方
に
つ
い
て
は
、
生
活
の
立
て
直

し
が
な
け
れ
ば
、
滞
納
の
解
決
に
も
つ
な
が

ら
な
い
。
市
民
が
相
談
に
訪
れ
や
す
い
環
境

を
作
る
こ

と
を
は
じ

め
、
生
活

再
建
を
一

緒
に
考
え

る
納
税
相

談
体
制
を

構
築
す
べ

き
で
は
な

い
か
。

Q

学
校
内
の
設
備
工
事
は
２
月
末
に

全
学
校
完
了
予
定
で
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
は
３
月
中
に
各
学
校
に
配
置
予
定
。
教
職

員
の
研
修
は
、
専
門
業
者
に
よ
る
研
修
等
を

計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。

A
一
番
重
要
な
の
は
先
生
が
内
容
を
理

解
し
、
し
っ
か
り
伝
え
ら
れ
る
能
力

A
中
部
横
断
自
動
車
道
の
全
線
４
車
線

化
や
南
ア
ル
プ
ス
周
遊
道
路
開
通
後

A

各
学
校
の
校
長
先
生
が
独
自
の
学

校
経
営
を
行
っ
て
い
る
。
教
育
委

員
会
の
プ
ラ
ン
を
指
標
に
２
項
目
は
全
校
に

取
り
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
自

由
記
述
欄
に
つ
い
て
も
校
長
先
生
方
と
も
相

談
し
て
い
き
た
い
。

A

周
辺
地
域
ま
で
広
く
影
響
が
出
る

事
業
と
な
る
た
め
、
地
権
者
を
は

じ
め
地
域
全
体
の
理
解
と
協
力
が
必
要
に
な

る
。
今
後
、
国
庫
補
助
の
活
用
の
可
否
も
含

め
県
と
慎
重
に
協
議
し
て
い
く
。
ま
ず
は
、

歩
行
者
へ
の
安
全
対
策
を
検
討
す
る
。

A

質問の主題質問の主題質問の主題質問の主題

市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

小林 敏徳 議員小林 敏徳 議員

通
学
路
と
な
っ
て
い
る
百
田
１
１

０
号
線
と
白
根
５
号
線
と
の
交
差

点
の
安
全
対
策
は
。

Q
今
ま
で
聞
い
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
う

で
あ
れ
ば
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
要

望
を
聞
き
、生
か
し
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

A

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
も「
改
善

が
感
じ
ら
れ
な
い
」「
取
り
組
み
が

Q

今
後
、
学
校
運
営
協
議
会
制
度
を

取
り
入
れ
、
地
域
・
学
校
・
保
護

者
で「
地
域
の

学
校
」を
作
っ

て
い
け
る
よ
う

に
す
る
。

A
学
校
と
家
庭
の
連
携
の
強
化
を
図

る
た
め
の
対
応
は
。

Q

学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
に

ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
。

Q 学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

内
容
と
活
用
方
法
に
つ
い
て

市
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
に
寄

与
す
る
重
要
な
路
線
に
な
り
得
る

が
、
農
振
農
用
地
と
住
宅
地
が
混
在
し
て
お

り
、
工
事
費
、
用
地
補
償
費
な
ど
多
額
の
事

業
費
が
想
定
さ
れ
、
現
時
点
で
は
事
業
化
は

困
難
と
判
断
し
て
い
る
。

A

白
根
５
号
線
の
整
備
の
進
捗
状
況

は
。

Q 白
根
５
号
線
に
つ
い
て

南　風
藤田 亜由未 議員

南　風
藤田 亜由未 議員

八田小学校東側の通学路
ゾーン３０適用を検討していく

各学校で年2回行っている
保護者へのアンケート

日本共産党南アルプス市議団
名取 泰 議員

日本共産党南アルプス市議団
名取 泰 議員

地
権
者
１
１
８
件
の
う
ち
１
１
３

件
は
土
地
の
借
地
を
合
意
し
た
が
、

残
り
の
５
件
の
地
権
者
と
の
交
渉
結
果
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Q
昨
年
10
月
に
、
事
業
推
進
に
必
要

な
地
権
者
全
員
、
１
１
３
件
の
用

地
同
意
が
完
了
し
、こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

募
集
開
始
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
参
入
企
業
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
た
め
事
前
の
事
業
に
お
い
て
、
エ

リ
ア
外
で
あ
っ
た
縁
辺
部
５
件
の
地
権
者
に

A

つ
い
て
、
現
在

も
交
渉
を
継
続

し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今

後
、
交
通
渋
滞

対
策
や
住
居
地

へ
の
配
慮
な
ど
、

周
辺
環
境
へ
の

影
響
等
を
考
慮

す
る
中
で
、
全

体
の
土
地
利
用

に
必
要
な
地
権

者
に
つ
い
て
も
、

交
渉
し
て
い
き

た
い
。

旧完熟農園

●
そ
の
他
の
質
問

・
市
の
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
つ
い
て

・
外
来
種
水
生
植
物
の
対
策
に
つ
い
て

参考例：滋賀県野洲市の債権管理条例
（同市ホームページより）
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一 般 質 問

南　風
三枝 守和 議員

南　風
三枝 守和 議員

市の将来像を
意識した
道路整備計画を！

新年度からの
ICT 教育の
進捗状況は

コ
ー
セ
ー
の
工
場
新
設
工
事
の
開

始
に
よ
り
、
生
活
道
路
や
八
田
小

学
校
の
通
学
路
へ
の
工
事
用
車
両
の
横
行
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
市
の
対
応
は
。

Q
小
中
学
校
、
自
治
会
お
よ
び
市
交

通
安
全
協
会
よ
り
要
望
書
を
受
け

て
お
り
、
こ
の
地
域
の
自
動
車
等
の
通
行
量

の
抑
制
や
速
度
規
制
を
行
う
ゾ
ー
ン
30
の
適

用
を
検
討
し
て
い
く
。

A
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
の
導
入
の
設
備
・
教

職
員
の
研
修
等
の
進
捗
状
況
は
。

Q
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
の
研
修
等
の
教
職
員

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
教
職
員

と
生
徒
た
ち
が
共
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
専
門
家

か
ら
学
ぶ
方
法
を
検
討
し
て
は
。

Q
八
田
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
設
置
は
可
能
か
。

Q

納税相談は
市民の命を
最優先に

旧完熟農園
コロナの影響による
スケジュールは

あ
る
市
民
の
方
は
病
院
へ
の
支
払

い
に
困
っ
て
い
た
が
、
窓
口
で
相

談
を
し
て
も
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
。
結
局
、

治
療
費
や
入
院
費
の
支
払
い
を
待
っ
て
も

ら
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
病
院
に
行
け

な
く
な
る
と
心
配
を
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

納
税
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
命
を
軽
く
み
て

い
る
対
応
で
は
な
い
か
。

Q
命
を
軽
く
み
て
い
る
と
い
う
つ
も

り
は
全
く
な
い
。
た
だ
市
民
が
そ

う
い
う
ふ
う
に
捉
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
の

な
ら
ば
、
今
後
は
さ
ら
に
注
意
し
て
、
説
明

等
を
行
っ
て
い
く
よ
う
に
心
が
け
て
い
く
。

A
山
梨
日
日
新
聞
に「
完
熟
農
園
コ
ロ

ナ
で
停
滞
」と
い
う
記
事
が
掲
載
さ

れ
た
。
９
月
定
例
会
で
の
答
弁
で
も「
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
を
踏
ま
え
て
判
断
す
る
。
10
月

に
募
集
を
開
始
し
た
場
合
を
想
定
し
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
概
要
を
示
し
た
」と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。
現
時
点
で
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
考
え
て
い
る
か
。

Q
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
を
受
け
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数

が
一
時
的
に
落
ち
着
き
を
見
せ
、
経
済
活
動

を
後
押
し
す
る
政
策
が
実
施
さ
れ
る
中
、
引

き
続
き
企
業
の
投
資
マ
イ
ン
ド
等
を
注
視

A

し
、
公
募
開
始
の
時
期
を
見
極
め
る
中
で
、

募
集
開
始
後
の
事
業
が
円
滑
に
進
む
よ
う
鋭

意
準
備
を
進
め
て
い
く
。

を
付
け
る
こ
と
。
今
後
必
要
で
あ
れ
ば
専
門

家
に
よ
る
直
接
指
導
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

に
想
定
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
利
用

状
況
や
周
辺
の
土
地
利
用
状
況
の
検
証
を
行

い
事
業
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

わ
か
り
づ
ら
い
」と
の
声
も
あ
る
が
。

コ
ー
セ
ー
工
場
の

周
辺
整
備
に
つ
い
て
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Ｃ
Ｔ
教
育
の
導
入
に
向
け
て

の
整
備
状
況
に
つ
い
て

旧
完
熟
農
園
に
つ
い
て

納
税
相
談
の
対
応
に
つ
い
て

市
と
し
て
も
、
生
活
困
窮
者
に
つ

い
て
は
、
生
活
の
立
て
直
し
が
な

け
れ
ば
、
滞
納
の
解
決
に
つ
な
が
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。
納
税
相
談
の
際
、
相
談
者
が

失
業
等
に
よ
り
生
活
困
窮
状
況
に
あ
る
場
合

は
、
福
祉
総
合
相
談
課
と
連
携
し
、
再
建
に

向
け
た
相
談
に
つ
な
げ
て
い
る
。
生
活
に
困

難
を
抱
え
る
市
民
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
議
を

生
か
し
て
支
援
し
て
い
く
。

A

生
活
苦
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ら
滞
納
に
な
っ
て
い
る

方
に
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い
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は
、
生
活
の
立
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直

し
が
な
け
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ば
、
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納
の
解
決
に
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が

ら
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完
了
予
定
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レ
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に
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。
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業
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に
よ
る
研
修
等
を

計
画
的
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実
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し
て
い
る
。
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一
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の
は
先
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が
内
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を
理
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、
し
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能
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会
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を
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項
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が
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今
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由
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影
響
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出
る

事
業
と
な
る
た
め
、
地
権
者
を
は
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後
、
国
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の
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用
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県
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る
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、
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の
皆
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の
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取
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・
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る
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連
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の
対
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は
。
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内
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が
あ
る
が
。
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市
民
生
活
の
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性
の
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に
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与
す
る
重
要
な
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線
に
な
り
得
る

が
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農
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用
地
と
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宅
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が
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在
し
て
お

り
、
工
事
費
、
用
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補
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費
な
ど
多
額
の
事

業
費
が
想
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さ
れ
、
現
時
点
で
は
事
業
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は

困
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判
断
し
て
い
る
。

A

白
根
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線
の
整
備
の
進
捗
状
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は
。
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５
号
線
に
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て
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藤田 亜由未 議員
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藤田 亜由未 議員

八田小学校東側の通学路
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保護者へのアンケート

日本共産党南アルプス市議団
名取 泰 議員

日本共産党南アルプス市議団
名取 泰 議員

地
権
者
１
１
８
件
の
う
ち
１
１
３

件
は
土
地
の
借
地
を
合
意
し
た
が
、

残
り
の
５
件
の
地
権
者
と
の
交
渉
結
果
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Q
昨
年
10
月
に
、
事
業
推
進
に
必
要

な
地
権
者
全
員
、
１
１
３
件
の
用

地
同
意
が
完
了
し
、こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

募
集
開
始
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
参
入
企
業
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
た
め
事
前
の
事
業
に
お
い
て
、
エ

リ
ア
外
で
あ
っ
た
縁
辺
部
５
件
の
地
権
者
に

A

つ
い
て
、
現
在

も
交
渉
を
継
続

し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今

後
、
交
通
渋
滞

対
策
や
住
居
地

へ
の
配
慮
な
ど
、

周
辺
環
境
へ
の

影
響
等
を
考
慮

す
る
中
で
、
全

体
の
土
地
利
用

に
必
要
な
地
権

者
に
つ
い
て
も
、

交
渉
し
て
い
き

た
い
。

旧完熟農園

●
そ
の
他
の
質
問

・
市
の
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
つ
い
て

・
外
来
種
水
生
植
物
の
対
策
に
つ
い
て

参考例：滋賀県野洲市の債権管理条例
（同市ホームページより）
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第４回定例会【12月】
第６期南アルプス市議会スタート！
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市民と議会を結ぶ情報誌 

南アルプス市議会　〒400-0395 山梨県南アルプス市小笠原376

055-282-6452

https://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/gikai/

発行者

T E L F A X

U R L

055-282-6459市議会だより
南アルプス

市民から ひ・と・こ・と
H I T O K O T O  f r o m  t h e  C i t i z e n

　まちづくりが議題にあがったのをきっかけに、先日初めて生議会へ。自分達の生活に直結するこ

とが、こんな風に議論されて決定していくのだと興味深く拝聴いたしました。行政と市民が批判や

評価で戦うのではなく、アイデアを出しあい、お互いの得意を持ち合って寄り合える市になれれば

かなり最高！そのための最初の一歩がここから始まっているのだなあと思うと、とてもドラマチック

な場所でした。生議会傍聴おススメです。また伺いたいです。

　2020年のコロナウイルス流行で、人と人との対面機会が激減し、地域社会が小さくなってしま

わないかと心配しています。

　私は地元ＪＡの生活指導員として、安定した農業振興の維持を目的に、「ＪＡ女性組織の活性化」、

「地産地消を前提の食農教育」、「健康活動」、「結婚相談」等への取り組みを日常業務としておりま

す。これらの活動を実践することは、豊かで暮らしやすい地域の構築につながると思っております。

　社会のつながりが希薄化する風潮の中、行政組織と連携した活動もますます必要になってきて

いると感じており、市議会の支援も期待するところです。

深沢 さやかさん
地区／落合

小野 真知子さん
地区／西野
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P02　第６期市議会議員と委員会構成
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　　　第４回定例会（12月）の概要

P06　討論／議決結果

P07　３常任委員会委員長報告

P08　予算特別委員会レポート

P09　代表質問 6 議員

P15　一般質問 10議員

P20　市民からひとこと／編集後記

シリーズ：「南アルプスユネスコエコパーク」　＃�  夜明け前の棚田と富士山 中野地区（移行地域）

/目次Contents

※日程等は、定例会前の議会運営委員会で
　正式に決定されます。
　（日程が変更になる可能性があります。）

委員長／北村 千代子　副委員長／松野 昇平
委　員／藤田 亜由未、保坂 健、三木 充、斉藤 諭、
　　　　河野 木綿子、小林 敏徳

議会を傍聴してみませんか？
事前申込不要 委員会も傍聴可能

２月26日 　　 本会議（初日）
３月  1日～  5日　   各委員会

  9日～10日　　 代表・一般質問
10日　　　 　   本会議（中日）
11日～18日　   各委員会
23日　　　 　   本会議（最終日）

第1回定例会の会期予定

●第4回定例会の傍聴者数：29人
※報道関係者５人は除く

　第６期南アルプス市議会議員が誕生しました。新しい議会だより編集
委員も決まり、議会だよりが市民の皆さまにとって、より身近な情報紙
となるように工夫を目指してまいります。
　昨年は世界中でコロナ禍に悩まされ、我々議員も活動が抑えられてき
ました。早く終息し、この経験をプラスに
生かしていこうと意気に燃えています。市
民の皆さまも令和３年新春を迎え、今年
の夢を実現に向けて活動されていることで
しょう。もう２月「時は人を待たず」を心し
て充実した日 を々過ごしていきましょう。

議会だより
編集委員会

編 集 後 記

あなたの意見を『議会だより』で発表してみませんか。
市議会に対する意見や感想をぜひお寄せください。
【400字以内にまとめてください。】 テーマは、南アルプスユネスコエコパークに

ちなんだ市内の自然風景です。市街地や山岳地域など、
これはというものをぜひご投稿ください！

提 出 先

市民から ひ・と・こ・と 募集中

〒400-0395 南アルプス市小笠原376
南アルプス市議会事務局 宛
メール：gikai@city.minami-alps.lg.jp 
FAX：055-282-6459

表紙写真募集中！！表紙写真募集中！！表紙写真募集中！！表紙写真募集中！！
『議会だより』の表紙写真を募集しています

https://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/docs/9395.htmlhttps://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/docs/9395.html
※応募条件や提出方法は市ホームページをご覧ください。

詳しくは
webで

南アルプス市議会だより No.71  ｜  20


